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照明器具の記号等１

(1)　ランプの種類、器具の形状

（a）　照明器具の記号

蛍光ランプ

ランプの種類

器具の形状種類 記号①

埋込天井灯(カバーなし)

埋込天井灯(カバー付、枠付)

埋込天井灯(ルーバ付)

直付天井灯(ルーバ付)

直付天井灯(カバーなし)

直付天井灯(反射がさ付)

直付天井灯(カバー付、枠付)

RS

RF

RL

SL

SS

SR

LEDモジュール L

HIDランプ H

白熱電球 I

階段灯

ブラケット（カバーなし）

ブラケット（カバー付、枠付）

その他
昇降装置

照明制御装置

器具の形

備考　(1)　防雨形の場合はRP、防湿形の場合はMPを、器具の形の後に追記する。

　　　　(2)　同一器具で基本形と一部仕様の異なる場合は、A、B等を追記する。

記号②

殺菌ランプ G

SF

ST

BS

BF

BC

PL

ST

SA

PJ

PT

F

ブラケット（カバー付き、枠なし）

標識又は表示灯

屋外灯（柱頭形、防雨形）

屋外灯（アーム付、防雨形）

投光器

ガーデンライト

DS

ML

器具の種類

記号③

1～n
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照明器具の記号等２

（2）　ルーバ及びカバーの形状

備考　形状記号L1及びL3には、グレア分類の性能記号V又はG0を追記する。

L1

L3

L5

F1

F2

ルｰバ

正方形の開口部を格

子状に配置した形状

長方形の開口部を連

続的に配置した形状

複数の遮光板を平行

に組合わせた形状

平板形状

ペン皿形状

　（成形されたカバー

で、下方へ突出させた

形状）

ルｰバ等の記号
器　具　の　形　状

照明

カバー

－

－

－

V

G0

V

G0

形状記号④ 性能記号⑤

(3)　グレア分類の性能

グレア分類の性能記号⑤

V

G0

各鉛直角における最大輝度

 65°  75° 85°

200

3,000 2,000

備考　各鉛直角における最大輝度は、規定された鉛直角における光度を見かけの発光

　　　　面積で除した値とする。

〔単位 cd/m2〕
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照明器具の記号等３

(4)　ランプの種類と大きさ

直管形 コンパクト形

Hf形

注　*1　JIL 5001「非常照明器具技術基準」によるミニ電球とする。
　*2　JIL 5001「非常照明器具技術基準」によるミニハロゲン電球とする。

*3　JEL 115「ハロゲン電球」によるミニハロゲン電球とする。
*4　JIS C 7527「ハロゲン電球（自動車を除く）－性能規定」による一般照明用片口金
　　　ハロゲン電球とする。

Hf形 一般形

大きさ
の区分

定格ランプ
電力

記号
⑥

Hf16形 16/23ワット 16

蛍　

光　

ラ　

ン　

プ

Hf32形 32/45ワット 32

Hf86形 86ワット 86

P32形 32ワット P32

P45形 45ワット P45

H16形

24ワット

H16

H24形 H24

H32形 32ワット H32

H42形 42ワット H42

16ワット

D1818ワットD18形

D2727ワットD27形

記号⑥定格ランプ電力

6ワット G6直管形

形状
殺菌ランプ

高圧ナトリウム
ランプ

コンパクト形
メタルハライドランプ

メタルハライド
ランプ

水銀ランプ

Ｈ　

Ｉ　

Ｄ　

ラ　

ン　

プ

記号
⑥

定格ランプ
電力

70NH70ワット

75NH

110NH

180NH

220NH

270NH

360NH

660NH

940NH

75ワット

110ワット

180ワット

220ワット

270ワット

360ワット

660ワット

940ワット

70ワット 70CM

100CM100ワット

150CM150ワット

100M100ワット

250M250ワット

300M300ワット

400M400ワット

700M700ワット

1kM1000ワット

40ワット 40

100ワット 100

200ワット 200

250ワット 250

300ワット 300

400ワット 400

700ワット 700

1000ワット 1k

大きさ
の区分

定格ランプ
電力

記号
⑥

大きさ
の区分

定格ランプ
電力

記号
⑥

定格ランプ
電力

記号
⑥

定格ランプ
電力

記号
⑥

定格ランプ
電力

記号
⑥

一
般
照
明
用
・
非
常
照
明
用

大きさ
の区分

K40形

100ワット

60ワット

40ワット

定格ランプ
電力

記号
⑥

K40

K60

K100

クリプトン電球

記号
⑥

40*1

定格ランプ
電力

40ワット

K60形

K100形

大きさ
の区分

定格ランプ
電力

記号
⑥

JE9形 9ワット JE9*2

ハロゲン電球

JE13*2

JE30*2

J100

J150

J250

13ワット

30ワット

65*4､85*4ワット

215*3､250*4

ワット

90*3､130*4

ワット

JE13形

JE30形

J100形

J150形

J250形

白熱電球
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照明器具の記号等４

（5）　ランプの灯数

灯　数

1灯

2灯

3灯

備考　（1）　階段通路誘導灯には、点灯方式（PZ）を、適用しない。

　　　　（2）　連続調光電子安定器の調光下限値は、安定器の能力を示す。

記号⑦

1

2

3

安定器の種類 摘要

二重定格ランプにおいて高出力電力で点灯するもの

（ｲ）　蛍光灯安定器の種類

（6）　安定器

4

5

6

4灯

5灯

6灯

ランプに対応する安定器

電子

安定器

高出力

定格出力

省電力出力

連続調光

磁気回路式安定器

記号⑧

PH

PK

PN

PJ

PR

EL

PW

PX

PZ

二重定格ランプにおいて高出力電力で点灯したときの
光束の70％で点灯開始し、ランプ寿命時まで連続的に
出力を上げ、ほぼ一定の光束を保つもの

定格電力で点灯するもの

定格電力で点灯したときの光束の70％で点灯開始し、ラ
ンプ寿命時まで連続的に出力をあげ、ほぼ一定の光束
を保つもの

定格電力より少ない消費電力で点灯するもの

調光信号により連続的に出力を制御し、最大光束を100
％とした場合に調光下限値を60％以下とするもの
調光信号により連続的に出力を制御し、最大光束を100
％とした場合に調光下限値を35％以下とするもの
調光信号により連続的に出力を制御し、最大光束を100
％とした場合に調光下限値を5％以下とするもの

電子スタータ式　低力率

　　　　（3）　ランプの種類に対応する安定器の種類は、次による。

直管形

コンパクト形

ランプの種類 対応する安定器の種類

Hf16形

Hf32形

Hf86形

P32形

P45形

H16形

H24形、H32形、H42形

PH、PX

PH、PK、PN、PJ、PX、PZ

PN、PJ、PX

PN、PR、PW、PX

PN、PX

PN

PN、PX

D18形、D27形 EL

44



照明器具の記号等５

一般形高力率形

低始動電流形

磁気回路式安定器
定電力形

調光形

100 1

200 2

120 3*1

230 4*2

100/200 9*3

注　*1　定格入力電圧が110V、115V及び120Vに対応するものとする。

　　　*3　ユニバーサル電圧（100～242V等）に対応するものとする。

周波数〔Hz〕 記号⑩

50 5

60 6

50/60

器具の種類
記号⑪

K0 K1非常用照明器具

－ ST1通路誘導灯

－ SH1避難口誘導灯

階段通路誘導灯と非常用照明器具を兼用する器具

(ロ)　HID灯安定器の種類

安定器の種類 記号⑧

（イ）　器具の種類と電源

(ⅰ)　定格入力電圧

(ハ)　安定器の定格入力電圧及び周波数

定格入力電圧〔V〕 記号⑨

(ⅱ)　周波数

5/6*

（7）　防災用照明器具に付する記号

電子安定器

１灯用

2灯用

BP

BH

BC

BR

BS

BD

　　 *2　定格入力電圧が230V、240V、242V、254V、265V等三相4線式400級配電

　　　　　を行った場合の電圧に対応するものとする。

備考　電子安定器の場合は、周波数の記号を省略する。

注　　*　記号5/6は50Hz及び60Hz共用のものとする。

SK1

電源別置形 電池内蔵形

SK0

備考　　(1)　蛍光灯器具に白熱電球を組込んで非常用照明器具とする場合は照明器

　　　　　　　 具記号の前に本表の記号及び白熱灯の記号を記載する。

　　　　　　　 （例：K0-I40+FRS26-322PN9）
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照明器具の記号等６

（2）　K0及びK1は、建築基準法関係法令による非常用照明器具とする。

K0は電源別置形とし、非常時は､ミニ電球1灯点灯とする。

(3)　ST1、SH1、SK0及びSK1は、消防法関係法令による誘導灯とする。

形式及び機能 記号⑫

一般形 なし

パネル形 P

点滅形 F

点滅式誘導音付加形 AF

仕様 記号⑬

C級 C

Ｂ級ＢＬ形 BL

B級BH形 BH

A級 A

60分間定格 60

装置及び器具の種類 記号①②③

人感センサを内蔵し、自動点滅を行えるものとする。

FDS1

人感センサを内蔵し、自動的に調光が行えるものとする。

FDS2

備考　　照明器具に、熱線の変化を検知し照明を点滅することができる人感センサを

　　　　　内蔵した器種は、照明器具記号の前に、本表の記号を記載する。

　　　　　（例：FDS1－FSS9－322PN9）

(ロ)　誘導灯の形式及び機能による区分

（8）　人感センサによる照明制御装置を内蔵する照明器具

(ハ)　誘導灯の仕様による区分

備考　60分間定格のものは、末尾に60を追記する。ただし、非常灯と兼用形のもの

　　　　は、ランプＷ数・灯数の前に－60を記載する。

K1は電池内蔵形とし、非常時は､蛍光灯器具の場合は蛍光ランプ1灯点

灯とし、白熱灯器具の場合は、白熱灯1灯点灯とする。

なお、感知範囲は内蔵されたセンサから直線距離2.5m以上感知でき

感知後即時点灯し、感知されなくなってから消灯するまでの時間は、

内蔵のタイマにより1～10分の範囲内に設定されていること。

なお、感知範囲は、内蔵されたセンサから直線距離2.5m以上感知で

き、感知後100％点灯し、感知されなくなってから減光するまでの時間

は、内蔵のタイマにより1～10分の範囲内に設定されていること。また、

減光の設定は最大光束に対して内蔵された安定器の調光下限値ま

で調光が可能であること。
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照明器具の記号等７

備考　（1）　ここで定める以外の穴又はノックアウトは、製造者の標準とする。

（2）　通線穴は、穴又はノックアウトとし、寸法は、φ20～35とする。

(3)　器具取付穴は、穴又はノックアウトとし､寸法は、φ20、12×20長穴（ダル

マ穴を含む。）とする。（図中○で示す。）

(4)　通線穴がノックアウトのときは、ゴムブッシング等を附属する。

(5)　取付穴は、大きなダルマ穴又は角穴とすることができる。ただし、通線穴と

(6)　PX、PZ、PWの電子安定器を使用する器具は、信号線の通線穴を別途設

(7)　電源別置形非常用照明器具（専用形を除く。）の場合は、常用及び非常

用の電源穴を別々に設ける。

(8)　Hf32形の背面形式は、B21又はB23のいずれでもよい。

背  　 面  　 図
背面

形式

適
用
ラ
ン
プ

器具取付穴
ボルト用（ニ）

B21

B23

ニ

ニ

（図中●で示す。）

（b）　背面形式

B44

〔単位 mm〕

通線穴

器具中心と取付穴
外れ半径70以内の
位置に1箇所

800

1,400

製造者標準の位置

800

取付穴外れ半径70
以内の位置に1箇所

製造者標準の位置
器具中心又は取付
穴外れの位置に1
箇所

Hf32
形

Hf86
形

Hf16
形

Hf32
形

P32形

P45形
ニ

任意の
位置

の共用は不可とする。

けること。

半径
70以内

半径
70以内
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照明器具の記号等８

防災用の器具は、⑪の記号を先に記載し、その後に「－」、器具の記号を記載する。

　　　　

（c）　適用

は、多少の差異は差支えない。

については、製造者の標準とする。

④、記号⑤等を追加する場合にはその後）に「－」を記載する。

(例：FRS15L3G0-322PZ2)

(例：K1-FRL10A-322PN2)

(例：K0-I40+FSS6B-322PH2)

また、K0の器具を一般用器具と組合せる場合は、「＋」を記載する。

(1)　図中の材厚は、加工前の標準厚さとし、最低値を示す。

(2)　図は、形状及び構造の一例を示すものである。

(3)　本体、反射板、エンドカバー、照明カバー、ソケット等の形状及び構造について

(4)　枠等の形状、開閉装置、補強方法、部品の形状・配置、調節装置等構造の詳細

(5)　照明器具の記号は、①から⑬の組合せにより示し、③の後（RP、MP、A、B、記号

（d）　ランプ光束及び安定器の入力容量

　　　安定器の入力電圧と入力電流の積を入力容量とし、入力容量は、次の表の数値以

　　　下とする。また、この入力容量に対して次の表の全光束（ランプ光束）以上とする。
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照明器具の記号等９

入力容量[VA](以下)

(2)  P32形省電力出力の全光束は、安定器の高出力を示す。

コンパクト形蛍光ランプ

備考　(1)　蛍光ランプの全光束は、周囲温度25±1℃において100時間経過後の値と

　　　　　　 する。

52

全光束[lm] (以上)ランプの種類と大きさ

高出力
定格出力
高出力

Hf16形 16/23　ワット 28
37 71
50 97

2,100
3,520
4,950
9,200 92 184

Hf32形 32/45　ワット

Hf86形 86　ワット

2灯用1灯用

直管形蛍光ランプ

H16形 16　ワット
H24形 24　ワット
H32形 32　ワット
H42形 42　ワット

定格出力
省電力出力

1,200
1,800
2,400
3,200
2,900
2,600

22 -
59
72
98
73
63
100

30
36
49
37
32
51
38
61

4,500
1,070
1,550

P32形 32　ワット

P45形 45　ワット
D18形 18　ワット
D27形 27　ワット

コンパクト形メタル
ハライドランプ（透明形）

メタルハライドランプ
低始動電圧形点灯方式

(拡散形)

10670　ワット
200
135
300
370
470
850

1,200
100

5,500

105

11,250

147

7,500

240

22,000

290

25,500

350

42,000

454

64,000

830

87,000

1,190

5,600

60

6,400

135

10,600

250

19,000

300

25,000

370

31,500

470

45,000

850

90,500

1,200

130,000

36

1,400

54

4,200

40

9,900

55

12,600

65

15,800

85

22,000

90

40,500

135

59,500

215

480

250

760

高圧ナトリウムランプ
始動器内蔵形点灯方式

(拡散形)

水銀ランプ
(蛍光形)

クリプトン電球

白熱電球

ハロゲン電球

901,460
485
720

1,120
1,600
2,330
2,400
4,730
3,870

150　ワット
100　ワット
250　ワット
300　ワット
400　ワット
700　ワット

1,000　ワット
70　ワット
75　ワット

110　ワット
180　ワット
220　ワット
270　ワット
360　ワット
660　ワット
940　ワット
40　ワット

100　ワット
200　ワット
250　ワット
300　ワット
400　ワット
700　ワット

1,000　ワット
K40形40　ワット
K60形60　ワット

K100形100　ワット
40　ワット

J100形60　ワット
J100形65　ワット
J100形85　ワット
J150形90　ワット

J150形130　ワット
J250形215　ワット
J250形250　ワット

-
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蛍光灯 埋込天井灯1
ＦＲＳ１５

Ｋ１－ＦＲＳ１５

反射板

本  体

b a

c
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FRS15
K1-FRS15

埋込天井灯1蛍 光 灯

a
器　　種

b c 本　体 ルーバ

背面

形式 幅 長さ

天井切込み寸法

626

材　質・材　厚寸　　法

220

1,300

FRS15-162

1,250
～

〔単位 mm〕

SPC0.4 SPC0.3

255

230～

FRS15-321

FRS15-322

180

160～

B21
B23

150

～
670

640

255

230～

1,235

220

180

160
～

230～

255

150

220

K1-FRS15-321

K1-FRS15-322

FRS15L3G0-321

FRS15L3V-321

FRS15L3V -162

FRS15L3G0-162

FRS15L5-162*1

FRS15L5-321*1

FRS15L5-322*1

K1-FRS15L5-321*1

K1-FRS15L5-322*1

FRS15F2-322*2

FRS15F2-321*2

FRS15F1-322*2

FRS15F1-321*2

110以下

反射板

1,300

1,250
～

1,300

1,250
～

～

670

640

～

670

640

FRS15L3V-322

FRS15L3G0-322

K1-FRS15L3V-321

K1-FRS15L3G0-321

K1-FRS15L3V-322

K1-FRS15L3G0-322

230～

255

160～

180

230～

255

～
160

180

230～

255

～230

255

160～

180

～230

255

160
～

180

230～

255

160～

180

230～

255

160

180
～

230～

255

B21
B23

B21
B23

B21
B23

-

SPC
A1P

SPC

PMMA

220

220

220

220

220

220

220

220

150

150

150

150

150

150

626

626

1,235

1,235

備考　(1)　反射面は、高反射塗装とする。
　　　(2)　ルーバ又は照明カバーが取付け又は交換できるものとする。
 注　  *1　ルーバは白色仕上げとし、遮光角を15°以上とする。
 　　  *2　照明カバーは、乳白色とする。
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ＦＲＳ１７埋込天井灯2蛍光灯

（Ｔバー心間隔）

本  体

ｂ a

〔単位 mm〕

反射板

a b 反射板

1,220～1,300

220又は240

SPC

本　体

A1P

ルーバ

FRS17         -321

寸　　法 材　　質
器　　種

備考　(1)　反射面は、高反射塗装とする。
　　　(2)　ルーバ又は照明カバーが取付け又は交換できるものとする。

 注 　 * ルーバは、白色仕上げとし、遮光角を15°以上とする。

FRS17L3V      -321

FRS17L5       -321*

FRS17L5       -322*

120又は170
220又は240

120又は170

220又は240
120又は170

－
FRS17         -322

FRS17L3G0     -321
FRS17L3V      -322
FRS17L3G0     -322

SPC

SPC

SPC
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ＦＲＳ１８

Ｋ１－ＦＲＳ１８
埋込天井灯3蛍光灯

反射板

本  体

b a

c
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ＦＲＳ１８

Ｋ１－ＦＲＳ１８
埋込天井灯3蛍光灯

〔単位 mm〕

a b 反射板本　体 ルーバ

寸　　法 材質・材厚
器　　種

FRS18F1-322*2

c

背面
形式

天井切込み寸法

幅 長さ

K1-FRS18L5-322*1

FRS18L5-322*1

Ｋ1-ＦＲＳ18Ｌ3G0-322

Ｋ1-ＦＲＳ18Ｌ3Ｖ-322

FRS18L3V-322

K1-FRS18L1V-322

FRS18L1V-322

K1-FRS18-322

FRS18-322

1,300

～1,270

340
～320

150以下 SPC0.4 SPC0.3

B21
B23

-

300

SPC
A1P

SPC

PMMA

FRS18L1G0-322

K1-FRS18L1G0-322

FRS18L3G0-322

-

SPC
A1P

-

-

-

B21
B23

B21
B23

B21
B23

B21
B23

備考　（1） 反射面は高反射塗装とする。
　　　（2） ルーバ又は照明カバーが取付け又は交換できるものとする。

 注　　 *1　ルーバは白色仕上げとし、遮光角は15°以上とする。
 　　　 *2　照明カバーは乳白色とする。
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ＦＲＳ２４

ＦＲＳ２４Ａ
埋込天井灯4蛍光灯

備考　　　(1)　主に黒板照明用に使用する。

　　　　　 (2)　反射面は、鏡面仕上げとする。

　　　　 　(3)　Aを付した器種は、反射板の角度調節ができるものとする。

本  体

反射板

SPC0.4 A1P0.4FRS24A-321 1,250～1,315 210～280 150以下

FRS24-321 1,250～1,290 220～280 120以下 SPC0.3 B21
B23

材　質・材　厚寸　　法
背面形式器　　種

cb 本　体 反射板a

〔単位 mm〕

c

b a
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ＦＲＳ２５埋込天井灯5蛍光灯

（Ｔバー心間隔）

本  体

ｂ a

反射板

A1P

FRS25L3V-322

1,220～1,300 320

FRS25-322

SPC

材　　質寸　　法
器　　種

b ルーバa

〔単位 mm〕

本　体 反射板

－

SPC SPC

SPCFRS25L5-322*

(1)　反射面は、高反射塗装とする。

 *　ルーバは、白色仕上げとし、遮光角を15°以上とする。

備考

(2)　ルーバ又は照明カバーが取付け又は交換できるものとする。

FRS25L3G0-322

注
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本  体

a
器　　種

b ｃ 本　体 反射板

背面

形式 幅 長さ

天井切込み寸法材　質・材　厚寸　　法

670

640
～

B21
B23

〔単位 mm〕

SPC0.4 SPC0.3
255

230～

26以下

FRS26-162

b a

c

*1　人感センサ付、点滅タイプとする。注

*2　人感センサ付、調光タイプとする。

1,300

1,250
～

-

-

220

626

1,235

FRS26-322

K1-FRS26-322

K0-I40+FRS26-322

FDS1-FRS26-322*1
-

FDS2-FRS26-322*2

b

c

反射板

反射板ミニ電球

蛍光灯 埋込天井灯6
ＦＲＳ２６

Ｋ１－ＦＲＳ２６

Ｋ０－Ｉ４０＋ＦＲＳ２６

ＦＤＳ１－ＦＲＳ２６

ＦＤＳ２－ＦＲＳ２６
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ＦＲＳ２７

ＦＲＳ２７ＭＰＡ

ＦＲＳ２７ＭＰＢ

Ｋ１－ＦＲＳ２７

埋込天井灯7蛍光灯

本  体

b a

c

ａ
器　　種

ｂ ｃ 本　体 反射板

背面

形式 幅 長さ

天井切込み寸法材　質・材　厚寸　　法

B21
B23

〔単位 mm〕

SPC0.3 SPC0.3

FRS27-321

(1)　FRS27-322及びK1-FRS27-322は、A断面の遮光角を20°以上とする。備考

(2)　Aを付した器種は、反射板の仕上げをクリア塗装とする。

(3)　Bを付した器種は、反射板の仕上げを白色塗装とする。

1,300

1,250
～

-

150
1,235

FRS27-322

FRS27MPA-321

FRS27MPB-321

FRS27MPB-322

FRS27MPA-322

K1-FRS27-322 110以下

110以下

125以下

160～180

230～255

135～255

230～335

230～255

SPC0.3 SPC0.3
220

220

-

1,235SPC0.3 SPC0.3

-SUS0.3 SUS0.3

反射板A断面
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ＦＲＳ２８Ｌ５埋込天井灯８蛍光灯

備考　(1)　反射面は、高反射塗装とする。
　　　　(2)　ルーバは、白色仕上げとする。
　　　　(3)　遮光角は、15°以上とする。

FRS28L5-P452

器　　種

600

ａ

寸　　法

SPC

材　　質

本　　体 反射板 ルーバ

SPC SPC

〔単位 mm〕

反射板 ルーバ

a

天井材、設備プレート等　（別途）

本体

a
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〔単位　mm〕

器　　種
幅 長さ

天井切込み寸法

150 -FRF5-321

摘　　　要

1.　外観は、長円形とする。

2.　枠の材質は、SPCとする。

3.　照明カバーの材質は、PMMAとし、乳

　　白色とする。

照明カバー

本  体

枠

蛍光灯 埋込天井灯9 ＦＲＦ５
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ＦＲＦ６埋込天井灯10蛍光灯

〔単位　mm〕

器　　種 天井切込み寸法

□1,257

又は

□1,235

FRF6-326

摘　　　要

1.　枠の材質はSPCとする。

2.　反射板の材質はSPCとする。

3.　照明カバーの材質はPMMAとし、乳白

　　色とする。

本　体

反射板 照明カバー
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ＦＲＦ９埋込天井灯11蛍光灯

a
器　　種

b 本　体

天井切込み
寸法

材　質・材　厚寸　　法

照明カバー

PMMA

枠

□450FRF9-P323

〔単位 mm〕

SPC0.5SPC0.4

□600

150以下

　備考　(1)　反射面は、高反射塗装とする。

　　　　 　(2)　照明カバーは、乳白色とする。

　　　　 　(3)　本体の背面は、開口とすることができる。

FRF9-P454

470～510

610～650

a a

本  体

　枠　照明カバー反射板

b

背面
形式

B44
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蛍光灯 埋込天井灯１2
Ｋ１－ＦＲＬ９

ＦＲＬ９

器　　種

〔単位 mm〕

a b 反射板本　体 ルーバ

寸　　法 材質・材厚

c

背面
形式

天井切込み寸法

幅 長さ

1,300

～1,250

190

～165
SPC0.4 SPC0.3

B21
B23

SPC110以下 150 1,235

備考　　 (1)　ルーバは、白色仕上げとし、形状は、L5に準ずる。

　　　　 　(2)　遮光角は、15°以上とする。

-K1-FRL9-321

FRL9-321

d

15以下

b a

d
c

反射板 本体

ルーバ
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〔単位 mm〕

a b 反射板本　体 ルーバ

寸　　法 材質・材厚
器　　種

d

背面
形式

天井切込み寸法

幅 長さ

FRL10-162

1,300

～1,250 255

～230
SPC0.4 SPC0.3

B21
B23

-

SPC

35

～25
220

1,235

　備考　　(1)　反射面は、高反射塗装とする。

626

-K1-FRL10-322

FRL10-322

670

～640

　　　　 　(2)　ルーバは、白色仕上げとし、形状は、L5に準ずる。

a

ルーバ

本  体

b

反射板

d
c

c

２６以下

４０以下

～10

35

　　　　 　(3)　遮光角は、15°以上とする。

蛍光灯 埋込天井灯13
ＦＲＬ１０

K1-ＦＲＬ１０
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ＦＲＬ１１

ＦＲＬ１１Ａ
埋込天井灯14蛍光灯

a
器　　種

b 本　体

材　質・材　厚寸　　法

ルーバ

SPC
A1P
SUS

枠

□450
FRL11-P323

〔単位 mm〕

SPC0.5SPC0.4

□600

150以下

備考　(1)　反射面は、高反射塗装とする。

　　　(2)　ルーバは、白色仕上げとし、形状は、L3に準ずる。ただし、Aを

　　　　　 付した器種は、鏡面仕上げとする。　

      (3)　遮光角は、15°以上とする。

　    (4)　本体の背面は、開口とすることができる。

　　　　 　

　　　　 　

470～510

610～650

FRL11A-P323

FRL11-P454

FRL11A-P454

反射板 本  体

ルーバ 枠

a a

b

　　　　 　

背面
形式

B44

天井切込み
寸法
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ＦＲＬ１２埋込天井灯15蛍光灯

a
器　　種

b 本　体

材　質・材　厚寸　　法

ルーバ反射板

□450FRL12-P323

〔単位 mm〕

SPC
P

SPC0.5

□600

110以下

　備考 　(1)　反射面は、高反射塗装とする。

　　　　 　(2)　ルーバは、白色仕上げとし、形状は、L5に準ずる。

　　　　 　(3)　遮光角は、15°以上とする。

470～510

610～650FRL12-P454

　　　　 　(4)　本体の背面は、開口とすることができる。

本  体反射板

ルーバ

a a

b

SPC
P

背面
形式

B44

天井切込み
寸法
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ＦＳＳ６

Ｋ０－Ｉ４０＋ＦＳＳ６

ＦＤＳ１－ＦＳＳ６

ＦＤＳ２－ＦＳＳ６

直付天井灯1蛍光灯

本  体

ミニ電球

b a

c

注　　　*1　人感センサ付、点滅タイプとする。

〔単位 mm〕

          　*2　人感センサ付、調光タイプとする。

b

c

反射板

a b c 反射板

材　質・材　厚寸　　法
器　　種

本　体

背面
形式

-630～660

K0-I40+FSS6-322

FDS2-FSS6-322*2

FSS6-322

1,240～1,290

B21

B23

-FDS1-FSS6-322*1

FSS6-162

230～260 35～45

反射板

SPC0.5 SPC0.3
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　備考　　(1)　天井面も照射する構造とする。

　　　　 　(2)　遮光角は、A断面において20°以上とする。

SPC0.5FSS7-322 1,250～1,280 230～285 60～100 SPC0.3
B21
B23

材　質・材　厚寸　　法
背面形式器　　種

cb 本　体 反射板a

〔単位 mm〕

b

c

a

反射板

本  体

A断面

直付天井灯2 ＦＳＳ７蛍光灯
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直付天井灯3

ＦＳＳ８ＲＰＢ

ＦＳＳ８ＲＰＡ

ＦＳＳ８ＭＰＢ

ＦＳＳ８ＲＰ

ＦＳＳ８ＭＰＡ

ＦＳＳ８

ＦＳＳ８ＭＰ
蛍光灯

本  体

反射板

c

b a

a b c 反射板

材　質・材　厚寸　　法
器　　種

本　体
背面形式

-

B21、B23

SUS0.3

B21
SPC0.3

35～60

40～95

45～7050～90

50～801,220～1,260

2,425～2,455

1,220～1,260

FSS8-321

FSS8MP-321

FSS8RP-321

FSS8MPA-321

FSS8RPA-321

FSS8-861

FSS8MPB-321

FSS8RPB-321

〔単位 mm〕

SPC0.3

SUS0.3

FSS8-161 610～650 B23

備考　　　(1)　Aを付した器種は、反射板の仕上げをクリア塗装とする。

           　(2)　Bを付した器種は、反射板の仕上げを白色塗装とする。
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反射板

b

b

a

c

c

本　体

蛍光灯 直付天井灯4

Ｋ０－Ｉ４０＋ＦＳＳ９

ＦＤＳ２－ＦＳＳ９

ＦＤＳ１－ＦＳＳ９

Ｋ１－ＦＳＳ９

ＦＳＳ9ＭＰＢ

ＦＳＳ９ＭＰＡ

ＦＳＳ９ＭＰ

ＦＳＳ９
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備考　　　(1)　Aを付した器種は、反射板の仕上げをクリア塗装とする。

           　(2)　Bを付した器種は、反射板の仕上げを白色塗装とする。

          　 *1　人感センサ付、点滅タイプとする。

          　 *2　人感センサ付、調光タイプとする。

a b c 反射板

材　質・材　厚寸　　法
器　　種

本　体

背面

形式

-

FSS9-161

SUS0.3

610～650

FSS9-322

FSS9MP-321

FSS9MPA-321

FSS9MPB-321

〔単位 mm〕

FSS9-162

FSS9-321

FSS9MP-322

FSS9MPB-322

FSS9MPA-322

K1-FSS9-321

K1-FSS9-322

K0-I40+FSS9-322

FDS1-FSS9-321*1

FDS1-FSS9-322*1

FDS2-FSS9-321*2

FDS2-FSS9-322*2

1,220～1,260

65～165

65～250

65～165

65～250

65～250

65～165

65～250

65～165

65～250

65～250

65～165

65～250

65～165

35～65

35～75

35～65

35～75

35～65

35～75

40～70

35～65

35～75

35～65

35～75

40～70

35～100

SPC0.3

B21
B23

SUS0.3

SPC0.3

SPC0.3 SPC0.3

蛍光灯 直付天井灯4

B23

35～100

35～100

          　注

65～165

FSS9
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ＦＳＳ１０直付天井灯5蛍光灯

器　　種

FSS10-321

摘　　　　要

1.　本体の材質は、SPCとする。

2.　反射板の材質は、SPCとする。

3.　光源口金部の重なり代を設けた構造とする。

本　体

反射板
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本  体

反射がさ

c

b

d

a

c

b

d

蛍光灯 直付天井灯6

ＦＤＳ１－ＦＳＲ２
ＦＤＳ２－ＦＳＲ２

ＦＳＲ２ＭＰＡ
ＦＳＲ２ＲＰＡ
ＦＳＲ２ＭＰB
ＦＳＲ２ＲＰＢ

ＦＳＲ２ＭＰ
ＦＳＲ２ＲＰ

ＦＳＲ２
Ｋ１－ＦＳＲ２
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備考　　　(1)　Aを付した器種は、反射板の仕上げをクリア塗装とする。

          　(2)　Bを付した器種は、反射板の仕上げを白色塗装とする。

a b c 反射がさ

材　質・材　厚寸　　法
器　　種

本　体

-SUS0.3

B21
B23

SPC0.3

SPC0.3

SPC0.3

-

          　 *1　人感センサ付、点滅タイプとする。

          　 *2　人感センサ付、調光タイプとする。

〔単位 mm〕

背面
形式d

50～80

50～140

50～80

50～140

50～90

80～170

50～90

80～170

80～170

50～90

50～80

50～140

50～80

50～140

35～60

35～70

35～60

35～70

40～65

40～80

40～65

40～80

40～80

40～65

35～60

35～70

35～60

35～70

130～185

150～260

130～185

150～260

145～220

180～290

145～220

180～290

145～220

180～290

130～185

150～260

130～185

150～260

～

650

610

～

1,260

1,220

FSR2-161

FSR2-321

FSR2MP-321

FSR2RP-321

FSR2-322

K1-FSR2-321

K1-FSR2-322

FSR2MP-322

FSR2RP-322

FSR2MPA-321

FSR2RPA-321

FSR2MPA-322

FSR2RPA-322

FSR2MPB-322

FSR2RPB-322

FSR2MPB-321

FSR2RPB-321

FDS1-FSR2-321*1

FDS1-FSR2-322*1

FDS2-FSR2-322*2

FDS2-FSR2-321*2

SUS0.3

SPC0.3

SPC0.3

SPC0.3

蛍光灯 直付天井灯６ ＦＳＲ２

B23

          　注
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ＦＳＲ１２直付天井灯7蛍光灯

備考　 　(1)　角度調整可能なものとする。

　　　　 　(2)　主に黒板照明用に使用する。

SPC0.3FSR12-321 1,220～1,290
A1P0.4

B21
B23

材　質・材　厚寸　　法
背面形式器　　種

本　体 反射がさa

〔単位 mm〕

SPC0.4

　　　　 　(3)　反射面は、鏡面仕上げとする。

a

本体

反射がさ
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ＦＳＬ１

Ｋ０－Ｉ４０＋ＦＳＬ１
直付天井灯8蛍光灯

〔単位 mm〕

ａ ｂ 反射板本　体 ルーバ

寸　　法 材　質・材　厚
器  　　種

c

背面
形式

FSL1-162

1,290

～1,240 260

～230
SPC0.5 SPC0.3

B21
B23

－

SPC

65

～40

備考　　(1)　反射面は、高反射塗装とする。

　　　　 　(2)　ルーバは、白色仕上げとし、形状はＬ5に準ずる。

K0-I40+FSL1-322

FSL1-322

660

～630

　　　　 　(3)　遮光角は、15°以上とする。

A1P

b

c

a

反射板

b

c

本体

ルーバ

反射板

ミニ電球

－
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ＦＳＬ２

Ｋ１－ＦＳＬ２
直付天井灯9蛍光灯

-

備考　(1)　反射面は、高反射塗装とする。
　　　(2)　ルーバの形状は、L3に準じ、VとG0のルーバが交換できるものと
　　　　　 する。

K1-FSL2V-322

1,240

～

1,300

220

290

65

80 A1P

SPC
SPC0.5 SPC0.3

b a

本  体反射板

ルーバ

～ ～

a b c

材　質・材　厚寸　　法
器　　種

本　体
背面形式

反射板 ルーバ

〔単位 mm〕

c

B21
B23

FSL2V-322

FSL2G0-322

K1-FSL2G0-322
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SPC0.3 SPC0.3FBS5-321 50～80 40～60 90～155 B21
B23

寸　　法 材　質・材　厚
背面形式

c d 本　体 反射がさ
器　　種

a

〔単位 mm〕

1,220～

1,290

反射がさ本  体

b

c

d a

b

蛍光灯 ブラケット1 ＦＢＳ５
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ＦＢＳ６ブラケット2蛍光灯

器　　種 摘　　　　要

FBS6-321
1.　本体・反射板の材質は、SPCとする。

2.　壁付け専用又は、壁・天井付け兼用形とする。

本  体

反射板
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ＦＢＦ７

ＦＢＦ７ＲＰ
ブラケット3蛍光灯

照明カバー

本  体

枠

摘　　　　要器　　種

1.　本体の材質は、SPC又はSUSとする。
2.　枠の材質は、SPC（RPはSUS）とする。
3.　照明カバーの材質は、PMMAとする。

FBF7-321

FBF7RP-321
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照明カバー

本  体

備考 (1)　SK1-FST15は、階段に取付ける器具で、建築基準法関係法令による

　　　　　非常用照明器具及び消防法関係法令による階段通路誘導灯を兼用

　　　　　すること。

　　　　  なお、この場合は階数を表示する。

     (2)　非常灯は、蛍光ランプ1灯点灯とする。

　   (3)　ランプＷ数・灯数表示の前に-60を付した器種は60分間定格とする。

　      　（例 ： K1-FBF15-60-321）

     (4)　FDS1及びFDS2のセンサーは、器具の端部に設ける。

器　　種
材　　　質

本　　体 照明カバー

SPC GC

K1-FBF15-321

SK1-FST15-321

FDS1-K1-FBF15-321

FDS2-SK1-FST15-321

K1-FBF15-322

SK1-FST15-322

蛍光灯 非常用ブラケット
ＳＫ1－ＦＳＴ１５

Ｋ1－ＦＢＦ１５

ＦＤＳ１－Ｋ１－ＦＢＦ１５

ＦＤＳ２－ＳＫ１－ＦＳＴ１５
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b

a

本  体

反射板

枠

a
器　種

b 本　体 反射板

材　質・材　厚 天井切込み
寸　法

寸　　法

FRS21-H161
210以下

SPC0.5
P

枠

A1P
ADC

SPC0.3
P

A1P0.8
P

160～175

φ150

220以下

240以下

260以下

210以下

210～240

260～290

310～340

160～175

〔単位 mm〕

φ300

φ150

φ250

φ200

FRS21-H241

FRS21-H421*2

FRS21-H321*1

FRS21-H423*2

FRS21-H422*2

FRS21-H424*2

FDS2-FRS21-H241*3

FDS2-FRS21-H321*3

FDS2-FRS21-H421*3

備考　(1)　 反射板は、鏡面仕上げとする。
　　　(2)　 安定器等で器具重心が偏心している場合においても、振動等によって、
　　　　　　天井面と器具枠との間に隙間の生じない取付構造とする。
　　　(3)　 遮光角は、15°以上とする。

 注　　*1 　ランプ記号Ｈ24及びＨ32のランプが点灯できるものとする。ただし、連
　　　　　　続調光電子安定器を使用した場合は、固有のランプとする。
　　　 *2 　ランプ記号Ｈ24、Ｈ32及びＨ42のランプが点灯できるものとする。ただ
　　　　　　し、連続調光電子安定器を使用した場合は、固有のランプとする。
　　　 *3 　人感センサ付、調光タイプとする。

蛍光灯 埋込天井灯16 ＦＲＳ２１
ＦＤＳ２－ＦＲＳ２１

230以下

230以下
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a
枠

反射板

本  体

bバッフル

a
器　　種

b 本　体 反射板

材　質・材　厚寸　　法

FRS22-H161

FRS22-H241

FRS22-H321*1

210以下

枠

FRS22-H421*2

160～175 φ150

〔単位 mm〕

SPC0.5
P

A1P
ADC

SPC0.3
P

A1P0.8
P

備考（1） 反射板は、上方を鏡面仕上とし、下方をバッフルとする。
　　（2） 安定器等で器具重心が偏心している場合においても、振動等によって、
　　　　　天井面と器具枠との間に隙間の生じない取付構造とする。
　　（3） 遮光角は、15°以上とする。

 注　 *1  ランプ記号Ｈ24及びＨ32のランプが点灯できるものとする。ただし、連
　　　　　続調光電子安定器を使用した場合は、固有のランプとする。
　　  *2　ランプ記号Ｈ24、Ｈ32及びＨ42のランプが点灯できるものとする。ただ
　　　　　し、連続調光電子安定器を使用した場合は、固有のランプとする。

　　 　

ＦＲＳ２２埋込天井灯17蛍光灯

230以下

天井切込み
寸法
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備考　(1)　反射板は、鏡面仕上げとする。
 　　 (2)　安定器等で器具重心が偏心している場合においても、振動等によって
　　　　　 天井面と器具枠との間に、隙間の生じない取付構造とする。
　　　(3)　Ａ－Ａ断面の遮光角は、15°以上とする。
　　 （4） 連続調光電子安定器を使用する場合であっても、調光下限値は、45％
　　　　　 以下とする。

 注　　*1　ランプ記号Ｈ24及びＨ32のランプが点灯できるものとする。ただし、
　　　　 　連続調光電子安定器を使用した場合は固有のランプとする。
　　　 *2　ランプ記号Ｈ24、Ｈ32及びＨ42のランプが点灯できるものとする。た
　　　　 　だし、連続調光電子安定器を使用した場合は固有のランプとする。　　 

　　　　　 

　　　　　　　　

FRS23-H421*2

FRS23-H321*1

FRS23-H161

FRS23-H241

a

b

本  体 反射板

枠

ａ ｂ

材　質・材　厚
器　　　種

寸　　　　法

本体 反射板枠

〔単位 mm〕

185～200

150以下
SPC0.5

P
A1P0.8

P

φ150A1P
ADC

SPC0.3
P

160～175

Ａ

Ａ

　　　　　

210～240FRS23-H422*2

φ175

φ200

蛍光灯 埋込天井灯18 ＦＲＳ２３

天井切込み
寸法
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FRF8RP-H161

a b

材　　　質
器　　種

寸　　法

本体 反射板枠

〔単位 mm〕

150以下 SPC A1P φ150

A1P
ADC
SPC
P

165～185FRF8RP-H241

FRF8RP-H321*

照明カバー

GA
P

GF
GR

照明カバー

a

b

本  体 反射板

枠

蛍光灯 埋込天井灯19 ＦＲＦ８ＲＰ

備考　(1)　反射板は、鏡面仕上げとする。 
　　　(2)　安定器等で器具重心が偏心している場合においても、振動等によって
　　　　　 天井面と器具枠との間に隙間の生じない取付構造とする。
　　　(3)　連続調光電子安定器（PX）を使用する場合であっても、調光下限値は、
　　　　　 45％以下とする。

 注　　*  ランプ記号Ｈ24及びＨ32のランプが点灯できるものとする。ただし、連
　　　　　続調光電子安定器を使用した場合は固有のランプとする。　　　

　　　　　

　　　　　　　　

照明カバー
枠

天井切込み
寸法
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ＤＳ１

ＤＳ２
照明制御装置蛍光灯

器　　種 摘　　　　要

DS1-A
DS1-AN
DS1-NT
DS1-N
DS2-A
DS2-AN
DS2-NT
DS2-N

1.　DS1は、天井埋込形とする。
2.　DS2は、天井直付形とする。
3.　センサを内蔵し、照明器具を制御できるものとする。
4.　Aは、明るさセンサ内蔵形・連続調光タイプとする。
5.　ANは、明るさセンサ・人感センサ内蔵形・連続調光タイプとする。
　　人感センサの感知範囲は、内蔵したセンサから直線距離2.5m
　　以上感知できるものとし、感知後設定照度で点灯し、感知され
　　なくなってから減光するまでの時間は、内蔵のタイマにより設定
　　(1～10分）できるものとする。減光の設定は、最大光束に対して
　　内蔵された安定器の調光下限値まで調光ができるものとする。
6.　NTは、人感センサ内蔵形・段調光タイプとする。人感センサの
　　感知範囲は、内蔵したセンサから直線距離2.5m以上感知でき
　　るものとし、感知後100％点灯し、感知されなくなってから減光
　　するまでの時間は、内蔵のタイマにより設定（1～10分）できるも
　　のとする。減光の設定は、最大光束に対して内蔵された安定器
　　の調光下限値まで調光ができるものとする。
7.　Nは、人感センサ内蔵形・点滅タイプとする。また、照明器具へ
　　電源送りが4A以上できるものとする。人感センサの感知範囲は、
　　内蔵したセンサから直線距離2.5m以上感知できるものとし、
　　感知後即時点灯し、感知されなくなってから消灯するまでの時
　　間は、内蔵のタイマにより設定（1～10分）できるものとする。
8.　A、AN及びＮＴ形は、調光信号を送出し、25台以上照明器具
　　の制御ができるものとする。
　　

DS1

DS2
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ＧＢＳ１殺　菌　灯蛍光灯

摘　　　　要器　　種

1.　殺菌灯は、定格ランプ電力6Wとする。

2.　安定器の点灯方式は、グロースタータ式とする。

3.　反射板は、鏡面仕上げとする。

4.　水平方向からランプ光が直視できないものとする。

5.　壁直付専用とする。

GBS1-6

材　　質

本体 反射板 枠

SPC A1P SPC

反射板

本　体

枠

87



ＦＰＴ３

ＦＰＴ４
ガーデンライト蛍光灯

摘　　　　要

1．埋込式又はベースプレート式とする。

2．コンクリート基礎の形状及び寸法は特記による。

3．照明カバーの材質は、ガラス又は合成樹脂とする。

4．安定器内蔵形とする。FPT4-D271

ａ

　　

灯具

照明カバー

本体

FPT3 FPT4

本体

灯具

照明カバー

ｂ

1,100以下

寸法

コンクリート基礎 コンクリート基礎

埋込式の場合 ベースプレート式の場合

ａ ａ

b b

器　　種

200以下
FPT4-D181

FPT3-D181

FPT3-D271

〔単位 mm〕
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ＦＳＡ１屋外灯蛍光灯

灯具

蓄電池ボックス

コンクリート基礎

器　　　種 摘　　　　要

3,
00
0以

上

FSA1-D181

 1．日中太陽電池の発電で充電した内蔵蓄電池により、日没を検
　　出後点灯し、タイマで設定した時間に消灯できるものとする。
 2．タイマによる点灯時間は、製造者が定める標準日射量地域で
　　1日5時間以上とする。
 3．日照不足時、製造者が定める標準日射量地域及び製造者の標
　　準使用点灯時間で、5日間以上点灯できるものとする。
 4．太陽電池の向きは、灯具の向きに関係なく設置できるものと
　　する。
 5．ポールは、ベースプレート式とする。
 6．コンクリート基礎は、JIL 1003「照明用ポール強度計算基準」
　　による基礎の寸法とする。
 7．その他の仕様については、製造者の標準とする。

太陽電池

〔単位 mm〕
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誘導灯 避難口誘導灯1
ＳＨ１－ＦＲＦ２０Ｐ

ＳＨ１－ＦＲＦ２１Ｐ

器　　　　種 摘　　　　要

SH1-FRF20P　　  -C  1.  消防法関係法令による避難口誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  SH1-FRF20P は、片面、天井埋込形とする。

 5.  SH1-FRF21P は、両面、天井埋込形とする。 

 6.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) F は、点滅形とする。

(2) AF は、点滅式誘導音付加形とする。

(3) C は、避難口 C級とする。

(4) BL は、避難口 B級BL形とする。

(6) A は、避難口 A級とする。

(7) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

      (例:SH1-FRF20P-C60)

　

SH1-FRF20P　    -BL

SH1-FRF20P　    -BH

SH1-FRF20P　    -A

SH1-FRF21P　    -C

SH1-FRF21P　    -BL

SH1-FRF21P　    -BH

SH1-FRF21P　    -A

SH1-FRF20PF　  -BL

SH1-FRF20PF　  -BH

SH1-FRF21PF　  -BL

SH1-FRF21PF  　-BH

SH1-FRF20PAF　-BL

SH1-FRF20PAF　-BH

SH1-FRF21PAF　-BL

SH1-FRF21PAF　-BH

パネル形誘導灯

本  体

表示板

(5) BH は、避難口 B級BH形とする。
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ＳＨ１－ＦＳＦ２０

ＳＨ１－ＦＳＦ２１
避難口誘導灯2誘導灯

表示板

本  体

器　　　　種 摘　　　　要

　

 1.  消防法関係法令による避難口誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  SH1-FSF20 は、片面、天井直付形とする。

 5.  SH1-FSF21 は、両面、天井直付形とする。

 6.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) F は、点滅形とする。

(2) AF は、点滅式誘導音付加形とする。

(3) C は、避難口 C級とする。

(4) BL は、避難口 B級BL形とする。

(5) BH は、避難口 B級BH形とする。

(6) A は、避難口 A級とする。

(7) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

　

SH1-FSF20      -C

SH1-FSF20　    -BL

SH1-FSF20      -BH

SH1-FSF20      -A

SH1-FSF21      -C

SH1-FSF21      -BL

SH1-FSF21      -BH

SH1-FSF21      -A

SH1-FSF20F    -BL

SH1-FSF20F    -BH

SH1-FSF21F    -BL

SH1-FSF21F    -BH

SH1-FSF20AF  -BL

SH1-FSF20AF  -BH

SH1-FSF21AF  -BH

SH1-FSF21AF  -BL

      (例:SH1-FSF20-C60)
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ＳＨ１－ＦＢＦ２０避難口誘導灯3誘導灯

器　　　　種 摘　　　　要

SH1-FBF20      -C  1.  消防法関係法令による避難口誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  片面、壁直付形とする。

 5.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) F は、点滅形とする。

(2) AF は、点滅式誘導音付加形とする。

(3) C は、避難口 C級とする。

(4) BL は、避難口 B級BL形とする。

(6) A は、避難口 A級とする。

(7) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

SH1-FBF20F    -BL

SH1-FBF20F    -BH

SH1-FBF20AF  -BL

SH1-FBF20AF  -BH

(5) BH は、避難口 B級BH形とする。

SH1-FBF20      -BL

SH1-FBF20      -BH

SH1-FBF20      -A

表示板
本  体

      (例:SH1-FBF20-C60)
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ＳＨ１－ＦＢＣ２０避難口誘導灯4誘導灯

表示板本  体

器　　　　種 摘　　　　要

SH1-FBC20      -C  1.  消防法関係法令による避難口誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  片面、壁埋込形とする。 

 5.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) F は、点滅形とする。

(2) AF は、点滅式誘導音付加形とする。

(3) C は、避難口 C級とする。

(4) BL は、避難口 B級BL形とする。

(6) A は、避難口 A級とする。

(7) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

SH1-FBC20F    -BL

SH1-FBC20F    -BH

SH1-FBC20AF  -BL

SH1-FBC20AF  -BH

(4) BH は、避難口 B級BH形とする。

SH1-FBC20      -BL

SH1-FBC20      -BH

SH1-FBC20      -A

      (例:SH1-FBC20-C60)
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ＳＴ１－ＦＲＦ２２Ｐ

ＳＴ１－ＦＲＦ２３Ｐ
通路誘導灯1誘導灯

器　　　　種 摘　　　　要

ST1-FRF22P  -C  1.  消防法関係法令による通路誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  ST1-FRF22P は、片面、天井埋込形とする。

 6.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) C は、通路 C級とする。

(2) BL は、通路 B級BL形とする。

(4) A は、通路 A級とする。

(5) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

(3) BH は、通路 B級BH形とする。

ST1-FRF22P  -BL

ST1-FRF22P  -BH

ST1-FRF22P  -A

本  体

表示板

パネル形誘導灯

ST1-FRF23P  -C

ST1-FRF23P  -BL

ST1-FRF23P  -BH

ST1-FRF23P  -A

 5.  ST1-FRF23P は、両面、天井埋込形とする。

      (例:SH1-FRF22P-C60)
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ＳＴ１－ＦＳＦ２２

ＳＴ１－ＦＳＦ２３
通路誘導灯2誘導灯

器　　　　種 摘　　　　要

ST1-FSF22  -C  1.  消防法関係法令による通路誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  ST1-FSF22 は、片面、天井直付形とする。

 6.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) C は、通路 C級とする。

(2) BL は、通路 B級BL形とする。

(4) A は、通路 A級とする。

(5) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

(3) BH は、通路 B級BH形とする。

ST1-FSF22  -BL

ST1-FSF22  -BH

ST1-FSF22  -A

ST1-FSF23  -C

ST1-FSF23  -BL

ST1-FSF23  -BH

ST1-FSF23  -A

 5.  ST1-FSF23 は、両面、天井直付形とする。

本  体

表示板

      (例:ST1-FSF22-C60)
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ＳＴ１－ＦＢＦ２２通路誘導灯3誘導灯

器　　　　種 摘　　　　要

ST1-FBF22  -C  1.  消防法関係法令による通路誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  片面、壁直付形とする。

 5.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) C は、通路 C級とする。

(2) BL は、通路 B級BL形とする。

(4) A は、通路 A級とする。

(5) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

(3) BH は、通路 B級BH形とする。

ST1-FBF22  -BL

ST1-FBF22  -BH

ST1-FBF22  -A

本  体表示板

      (例:ST1-FBF22-C60)
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誘導灯 通路誘導灯4 ＳＴ１－ＦＢＣ２２

器　　　　種 摘　　　　要

ST1-FBC22  -C  1.  消防法関係法令による通路誘導灯とする。 

 2.  電池内蔵形とする。 

 3.  表示する文字及びシンボルは、打合せによる。 

 4.  片面、壁埋込形とする。

 5.  仕様による区分は、次のとおりとする。

(1) C は、通路 C級とする。

(2) BL は、通路 B級BL形とする。

(4) A は、通路 A級とする。

(5) 末尾に 60 を付した場合は、60分間定格とする。

(3) BH は、通路 B級BH形とする。

ST1-FBC22  -BL

ST1-FBC22  -BH

ST1-FBC22  -A

表示板本  体

本  体

      (例:ST1-FBC22-C60)
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白熱灯 埋込天井灯1 ＩＲＳ２

a
器　　種

b 本　体
天井切込み寸法

材　　　質寸　　法

反射板

SPC
A1P

枠

IRS2-J100

〔単位 mm〕

165～175
IRS2-J150

IRS2-J250 260～270

100～200

145～250

φ150

φ250

SPC
ZDC
ADC
A1P

SPC

保護シールド

枠
a

b

本  体

備考　　定格ランプ電力の選定は、特記による。

反射板
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ＩＲＳ６埋込天井灯2白熱灯

a
器　　種

b 本　体
天井切込み寸法

材　質・材　厚寸　　法

反射板枠

IRS6-K60

〔単位 mm〕

135～160
80～120

φ125
SPC0.5

IRS6-K100

SPC0.3
A1P0.6

A1P0.6
φ150160～185

a

b

本  体

反射板

枠
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ＩＲＳ７A
ＩＲＳ７Ｂ

埋込天井灯3白熱灯

a
器　　種

b 本　体
天井切込み寸法

材　質・材　厚寸　　法

反射板枠

IRS7A-K60

〔単位 mm〕

135～160

80～120

φ125

SPC0.5
IRS7B-K60 SPC0.3

A1P0.6
A1P0.6

φ150

a

b

本  体

反射板

枠

バッフル

IRS7A-K100

IRS7B-K100
160～185

備考　Ａを付した器種は、バッフルを黒色とし、Ｂを付した器種は、白色
　　　又は銀色とする。
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ＩＲＳ８Ｓ埋込天井灯4白熱灯

a
器　　種

b 本　体
天井切込み寸法

材　質・材　厚寸　　法

反射板枠

IRS8S-K40

〔単位 mm〕

135～160
80～120

φ125
SPC0.5

SPC0.3
A1P0.6

A1P0.6

φ150

IRS8S-K60

IRS8S-K100 160～185

備考　　JIL5002「埋込形照明器具」によるSG形又はSG1形適合品とする。

a

b

本  体

反射板

枠
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Ｋ０－ＩＲＳ５非常用埋込天井灯1白熱灯

本体・反射板・枠

本  体

反射板・枠

器　　　　種 摘　　　　要

 1.  本体の材質は、SPCとする。

 2.  枠の材質は、SPC、ZDC、ADC又はA1Pとする。

 3.  反射板の材質は、SPC、ZDC、ADC又はA1Pと

 4.  ミニ電球の下面は、枠下面とほぼ同じとする。 

 5.  本体形状は、バンドタイプでもよい。

 6.  非常用光源は、通常時消灯、非常時点灯と

K0-IRS5-40
      する。 

 　　する。

バンドタイプ
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Ｋ１－ＩＲＳ４非常用埋込天井灯2白熱灯

器　　種

 1.  本体の材質は、SPCとする。

 2.  反射板の材質は、SPC又はA1Pとする。

 3.  非常用光源は、通常時消灯、非常時点灯と

K1-IRS4-JE9

K1-IRS4-JE13

K1-IRS4-JE30       する。

本  体

反射板

天井切込み寸法

φ100

〔単位 mm〕

摘　　　　要
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白熱灯 非常用直付天井灯1 Ｋ０－ＩＳＳ６

器　　種 摘　　　　要

 非常用光源は、通常時消灯、非常時点灯とする。K0-ISS6-40

反射板

本  体
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Ｋ１－ＩＳＳ４非常用直付天井灯2白熱灯

器　　種 摘　　　　要

 1.  本体の材質は、SPCとする。

 2.  反射板の材質は、SPC又はA1Pとする。

 3.  非常用光源は、通常時消灯、非常時点灯と

K1-ISS4-JE9

K1-ISS4-JE13

K1-ISS4-JE30       する。

本  体

反射板
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Ｋ１－ＩＳＣ１４ＭＰ非常用直付天井灯3白熱灯

器　　　　種 摘　　　　要

 1.  本体の材質は、AC、ADC、A1P又はSPCとする。

 2.  グローブの材質は、ガラスとする。

 3.  口出し線付又は端子台付とする。

 4.  天井付専用とする。

 5.  非常用光源は、通常時消灯、非常時点灯と

K1-ISC14MP-JE13

     する。
K1-ISC14MP-JE30

本  体

グローブ

106



ＨＲＳ３埋込天井灯1ＨＩＤ灯

a
器　　種

b 本　体
天井切込み寸法

材　質・材　厚寸　　法

反射板枠

HRS3-100(M)

〔単位 mm〕

180～230 180～300
SPC0.5
ADC    

φ300310～350
HRS3-200

～250(M)
300～390

SPC0.5
A1P0.6

SPC0.5
A1P0.6

a

b

本  体

反射板

枠

φ200
φ175
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ＨＲＳ４埋込天井灯2ＨＩＤ灯

a
器　　種

b 本　体
天井切込み寸法

材　　質寸　　法

反射板枠

HRS4-70CM

〔単位 mm〕

165～230 170～255
SPC
ADC

A1PHRS4-100CM

HRS4-150CM

SPC
ADC
A1P

a

b

本  体

反射板

枠

備考　　反射板は、鏡面仕上げとする。

φ150
φ175
φ200
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ＨＳＲ１Ｍ

ＨＳＲ１Ｗ
直付天井灯ＨＩＤ灯

c

b

a

d

フランジ

ホルダ

反射がさ

b
'

c

d

a

(B形)(A形)

a

材　質・材　厚
器　　　種

寸　　　　　法

～400(M、NH)

～400(M、NH)

90～100

反射がさホルダ・フランジ

A1P1.2
AC
ADC

b(A形) b'(B形) c d

360～435

470～600

335～425

470～555 390～425

280～335

280～320

350～425

345～505

435～700

335～515

445～710

HSR1M-180

～1k(M、NH)

～1k(M、NH)

HSR1M-660

HSR1W-660

HSR1W-180

300～340

300～340

170～220

170～235

〔単位 mm〕

備考　 　(1)　Mは、JIS C 8113「投光器」4.(1)の分類30°

SPC0.8

ZDC

　　　　　 (2)　Wは、JIS C 8113「投光器」4.(1)の分類60°

以上、60°

　　　　　以上とする。

未満とする。
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ＨＳＴ５Ａ屋　外　灯　1ＨＩＤ灯

a b

材　質・材　厚寸　　　法
器　　　　種

本　体
適合ポール

T(B)4.5、T(B)5
T(B)5.5

T(B)3.5
T(B)4

グローブ

GH
FC、STK

AC、ADC

SPC0.8

300～400

400～520

330～535

500～650

HST5A-100(M)

HST5A-180～300
(M、NH)

備考　　上方光束比は、15％以下とする。

〔単位 mm〕

 P

a

b

反射ミラー

グローブ

本　体
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器　　　　種

HST9-110～250(M、NH)

HST9-70CM～150CM

本　体

照明カバー

本　体

照明カバー
b

a

寸　　　法

ａ ｂ

400～700

Ｔ（Ｂ）3.5
Ｔ（Ｂ）4

Ｔ（Ｂ）4.5
Ｔ（Ｂ）5

435～700

適合ポール

備考　(1)　上方光束比は、5％以下とする。

　　　　(2)　配光は、全方向配光とする。

〔単位 mm〕

ＨＩＤ灯 屋　外　灯　2 ＨＳＴ９
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ＨＳＡ６屋　外　灯　3ＨＩＤ灯

c

b

a

器　　　　種 適合ポール
a

寸　　法

TS(B)3.5

HSA6-70～100(NH)

HSA6-180～300(NH)

b c

備考　　 (1)　本体の材質は、P又はSPCとする。

            (2)  アームの材質は、STK、STKR、SUS、A2S又はADCとする。

            (3)  照明カバーの材質は、Pとする。

            (4)  下面開放とする。

〔単位 mm〕

～
400

600

～
250

500

～
300

500

～
300

600500

～
250

～
500

700

TS(B)4
TS(B)4.5
TS(B)5

TS(B)4.5

本  体

アーム

照明カバー

TS(B)5

            (5)  上方光束比は、5％以下とする。
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器　　　　種

HSA8-110～250(M、NH)

本　体

照明カバー

HSA8A-110～250(M、NH)

HSA8-70CM～150CM

HSA8A-70CM～150CM

寸　　　　　法

ａ ｂ
適合ポール

Ｔ（Ｂ）3.5
Ｔ（Ｂ）4

Ｔ（Ｂ）4.5
Ｔ（Ｂ）5

a

b

160～260

90～260

400～560

備考　(1)　上方光束比は、5％以下とする。　
　　　　(2)　Ａを付した器種は、上方光束比0％とする。
　　　　(3)　灯具の形状は、丸形又は角形とする。

〔単位 mm〕

ＨＩＤ灯 屋　外　灯　4
ＨＳＡ８Ａ

ＨＳＡ８
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ＨＰＪ１Ｎ

ＨＰＪ１Ｍ

ＨＰＪ１Ｗ

投　光　器　1ＨＩＤ灯

          　(4)  WはJIS C 8113「投光器」4.(1)の分類60°

c

d取付部

a

材　質・材　厚
器　　　　種

備考　 　(1)  口出線付とする。

寸　　　法

反射板 本　体 取付部

SPC0.8

ADC
AC

前面ガラス

ADC
AC

GH、GR

FC、AC
ADC
SS
SPH

SPC1.0

A1P1.0
A1P1.0

A1P1.2
A1P1.2

〔単位 mm〕

HPJ1N-180
～400(M、NH)

HPJ1N-660
～1k(M、NH)

HPJ1M-180
～400(M、NH)

HPJ1W-180
～400(M、NH)

HPJ1M-660
～1k(M、NH)

HPJ1W-660
～1k(M、NH)

～
380

470

b c d

～
350

440
～

250

360
～

180

275

～
490

600
～

510

590

290

～
420

～
180

325

          　(2)  NはJIS C 8113「投光器」4.(1)の分類30°

          　(3)  MはJIS C 8113「投光器」4.(1)の分類30°

          未満とする。

          　以上、60°

          以上とする。

          　未満とする。

b

a

本  体

反射板

前面ガラス
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ＨＰＪ２Ｎ

ＨＰＪ２Ｍ

ＨＰＪ２Ｗ

投　光　器　2ＨＩＤ灯

本  体

反射鏡 前面ガラス

取付脚

器　　　　種 摘　　　　要

HPJ2N-70～75(NH) 1.  本体の材質は、AC、ADC又はA1Pとする。

2.  取付部の材質は、ADC又はSPHとする。

3.  反射板の材質は、A1Pとする。

4.  前面ガラスの材質は、GH又はGRとする。

5.  110ワットは、NHのみとする。

6.  取付脚（部）の形状は問わない。

7.  デザイン性を考慮した投光器とする。

HPJ2N-110～400(M、NH)

HPJ2M-70～75(NH)

HPJ2N-100

HPJ2M-100

HPJ2M-110～400(M、NH)

HPJ2W-110～400(M、NH)

          　(2)  MはJIS C 8113「投光器」4.(1)の分類30°

備考　 (1)  NはJIS C 8113「投光器」4.(1)の分類30°

          　(3)  WはJIS C 8113「投光器」4.(1)の分類60°

          未満とする。

          　以上、60°

          以上とする。

          　未満とする。
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ＭＬ１

ＭＬ２
昇　降　装　置ＨＩＤ灯

摘　　　　要

ML1

器　　種 昇降可能質量 昇降可能高さ

15m

5ｋｇ

1.  昇降用の操作盤は、別途とする。

2.  昇降質量とは装置に取付ける照明器具、

　　ランプ等の総質量をいう。

3.  ML2は、昇降質量の範囲内で安定器併置

　　形照明器具を取付けることができる。
ML2 10ｋｇ

電動昇降装置

照明器具

安定器併置形
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ＨＩＤ灯 昇降装置付埋込天井灯
ＨＭＬ４

ＨＭＬ３

材　　　質
器　　種

HML3

本　体

SPC

枠 反射板
適合ランプ昇降可能高さ天井切込み寸法

備考　 　(1)　昇降用の操作盤は、別途とする。

　　　　　 (2)　HML4は、安定器内蔵形とし、安定器は、200Vの一般形高力率形とする。

〔単位 mm〕

HML4

SPC
ADC

A1P
φ395
φ400
φ420

15m

HID
  200～400
  200～400M
  110～360NH

HML3 HML4

本  体

電動昇降装置

枠

反射板

電動昇降装置

安定器

本  体

枠

反射板
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HPT3 HPT4

ＨＰＴ４

ＨＰＴ３
ガーデンライトHID灯

摘　　　　要

HPT4-40

ａ

　　

ｂ

1,100以下

寸法

灯具

照明カバー

本体 本体

灯具

照明カバー

ａ ａ

ベースプレート式の場合埋込式の場合

bb

コンクリート基礎 コンクリート基礎

器　　種

200以下

HPT3-40

〔単位 mm〕

1．埋込式又はベースプレート式とする。

2．コンクリート基礎の形状及び寸法は特記による。

3．照明カバーの材質は、ガラス又は合成樹脂とする。

4．安定器内蔵形とする。
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本体
照明カバー

ＬＥＤ 灯 ブラケット ＬＢＦ１

備考　（1）器具光束は、25lm以上とし、消費電力は、電源装置を含めて3W以下
　　　　　 とする。
　　　（2）電源装置を内蔵する。
　　　（3）LEDモジュールの寿命は、初期全光束の70％に低下するまでの時間
　　　　　 とし、40,000時間以上とする。
　　　（4）LEDモジュールは、白色LEDとする。
　　　（5）LEDモジュールは、単体で交換できない構造でもよい。

LBF1-25LM

器　　種

100～130

ａ

寸　　法

ｂ

60以下 ＳＵＳ
ＳＵＳ
Ａ１Ｐ
ＡＤＣ

P

材　　　質

本　　体 枠

ｂ
ａ

カバー

〔単位 mm〕

枠
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ＬＥＤ 灯 埋込天井灯 ＬＲＳ１

枠

発光部

寸　　法

ａ

ｂ

材　　　質

ａ ｂ 本　　体 枠
器　　種

ＳＰＣ
ＡＤＣ

ＳＰＣ
Ａ１Ｐ
ＡＤＣ

Ｐ

160以下85～100 φ75LRS1-200LM

備考（1）器具光束は、200lm以上とし、消費電力は、電源装置を含めて18W以下と
　　　　 する。
　　（2）図の構成及び構造は、一例を示し、電源装置を内蔵又は別置きとする。
　　（3）LEDモジュールの寿命は、初期全光束の70％に低下するまでの時間とし、
　　　　 40,000時間以上とする。
　　（4）LEDモジュールは、白色LEDとする。
　　（5）LEDモジュールは、単体で交換できない構造でもよい。

〔単位 mm〕

本体

天井切込み
寸法
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屋外灯 ポ　ー　ル　1
Ｔ

ＴＢ

器　　種 摘　　　　要

T3.5

T4

T4.5

T5

T5.5

埋込式(T)

ベースプレート式(TB)

ベースプレート詳細

h h

1. ポールの材質は、SS400、STK400、SM490、SMA490又はSGP
　 とする。
2. 接地端子内蔵のものとする。
3. ベースプレートを使用する場合は、Tの後にBを付記する。
　 (例:TB3.5)
4. T(B)の後の数値は、hを示す。

〔単位 m〕
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ＴＳ

ＴＳＢ
屋外灯 ポ　ー　ル　2

TS3.5

TS4

TS4.5

TS5

1. ポールの材質は、SS400、STK400、SM490、SMA490又はSGP
　 とする。
2. 接地端子内蔵のものとする。
3. ベースプレートを使用する場合は、TSの後にBを付記する。
　 (例:TSB3.5)
4. TS(B)の後の数値は、hを示す。

　　

　

埋込式(TS)

ベースプレート式(TSB)

ベースプレート詳細

器　　種 摘　　　　要

h h

〔単位 m〕
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B
C

C

A

B

C

C

A

M16以上-4本

（水勾配をとる。）
表面モルタル仕上げ

アンカーボルト

ベースプレート式の場合

砂利地業

埋込式の場合

砂利地業

屋外灯 基　　　礎

器　　種 (ポール)

T(B)

適　合　器　具
BA C

T(B)

TS(B)

T(B)

TS(B)

HST5A-180～300

HSA6-70～100

HSA6-180～300

HST5A-180～300

基礎の寸法

3.5、4

4.5

4～5

4.5、5

5、5.5

HST5A-100
HST9-110～250
HST9-70CM～250CM

TS(B) 3.5 HSA6-70～100

HSA8-110～250
HSA8-70CM～150CM

3.5～5T(B)
HSA8A-110～250
HSA8A-70CM～150CM

T(B) 4.5、5
HST9-110～250
HST9-70CM～250CM

1001,100
400×400
又はφ500

600×600
又はφ700

1,300 100

 備考　　(1)　図は、一例を示す。
　　　　　 (2)　表以外の器種（ポール）、適合器具の組合せである場合及び設置
　　　　　　　　場所の耐風速が40m/sを超えることが予想される場合は、JIL 1003
　　　　　　　　「照明用ポール強度計算基準」による基礎の寸法とする。

〔単位 mm〕
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 備考　　（１）　図は、一例を示す。
　　　 　　（２）　器具用の天井開口及び開口部補強は、別途工事とする。
　　　　 　（３）　断熱材打込み等の場合は、これに適するインサートを用いる。

照明器具

呼び径9mm以上
つりボルト

インサート

止具 電線管

EM-EEFケーブル
アウトレットボックス

（ブランクカバー付）

止具 EM-EEFケーブル

EM-EEFケーブル

止具

照明器具

EM-EEFケーブル

（接続点に近い
箇所で支持）

インサート

つりボルト
インサート調整金具

照明器具

電線管配線の場合

ケーブル配線（送り接続）の場合

ケーブル配線の場合

呼び径9mm以上
つりボルト

インサート

インサート

つりボルト
呼び径9mm以上

アウトレットボックス
（ブランクカバー付）

インサート位置がずれた場合

照明器具の取付と配線１ 埋　込　器　具
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照明器具の取付と配線２ 露　出　器　具

コンクリートボックスインサート

２種金属線ぴ
つりボルト
呼び径9mm以上

ボックス

金属管

カバー

カバー止金物
照明器具

つりボルト

つり金物

2種金属線ぴ

照明器具

 備考　　図は、一例を示す。

スラブへの取付

金属線ぴへの取付（１）

金属線ぴへの取付（２）
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 備考　　（１）　図は、一例を示す。

注　　＊　器具取付金物は、バネ構造、Ｌ形構造等とする。

電線管

（ブランクカバー付）
アウトレットボックス

EM-EEFケーブル

器具取付金物＊

つりボルト
呼び径9mm以上

器具質量が３ｋｇ超過の場合

EM-EEFケーブル

器具質量が１．５ｋｇ以下の場合

　　 　　　（２）　天井は、二重張りの場合を示す。

（器具取付金物を兼ねる。）

金具による場合 チェーン等による場合

　脱落防止金具　　　　　　　
脱落防止チェーン

器具質量が１．５ｋｇ超過、３ｋｇ以下の場合（脱落防止処置）

野縁受等に固定

照明器具の取付と配線３ ダウンライト器具
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シウム板の厚さは、２５ｍｍ以上とする。

　　　　　 ロックウール保温材の密度は、１５０ｋｇ／m3以上、繊維混入けい酸カル

耐熱シール材

モルタル

ロックウール保温材

モルタル

金属ダクト
（鋼板製） 耐熱シール材

ロックウール保温材

繊維混入けい酸
カルシウム板　　

50 50

配管類１ 金属ダクトの防火区画貫通例

〔単位　mm〕

 備考

繊維混入けい酸
カルシウム板　　
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 備考

(2)　繊維混入けい酸カルシウム板の厚さは、２５ｍｍ以上とする。

　　 ふたで閉そくするか又は耐熱シール材を充てんする。

(3)　増設用予備配管は、両側に１ｍ以上突出し、管端は金属製の

(4)　増設用予備配管の太さ及び本数は、特記による。

(5)　金属ダクト及びバスダクトの場合も本図に準ずる。

ケーブルラック ケーブル

耐熱シール材

繊維混入けい酸カルシウム板

鋼板スリーブt1.6以上

5
0以

上

50以上

5
0以

上

(1)　施工箇所は、特記による。

配管類２
延焼防止を考慮したケーブル等の

床貫通部例

〔単位　mm〕
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配管類３ ちょう架配線例

ハンガ・　

バインド線等　

アイボルト

ターンバックル

ワイヤクリップ

A部

A部詳細図

亜鉛めっき鋼より線等

亜鉛めっき鋼より線等

15以下

0.5以下

ケーブル

保護管

〔単位　m〕
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つりボルト

C部

アウトレットボックス
A部

B部

ころがし配線 照明器具

2以下

Ａ部詳細図 Ｃ部詳細図Ｂ部詳細図

保護管配線

スイッチ等

2以下 ケーブル
ケーブル

ケーブル

配管類４ 二重天井内配線例

備考 ケーブル支持材の形状は、一例を示す。　

保護管

結束帯
結束帯

結束帯

ケーブル支持材

ケーブル支持材

ケーブル支持材

〔単位　m〕
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A部

A部詳細図(2)

A部詳細図(1)

A部

正  面  図 側  面  図

1
0
0

100 10

プーリングアイ方式

ワイヤグリップ方式

振止支持

プーリングアイ

分岐スリーブ
絶縁キャップ
エポキシ樹脂
幹線

丸鋼

スラブ鉄筋に溶接

ワイヤグリップ

バインド線

保護テープ

分岐部

分岐線

幹線

インサート

溝形鋼

ケーブル

保護材

サドル

保護管

山形鋼

支持金具
(C形チャンネル)

アンカーボルト

山形鋼

支持金具

ロックウール

Uボルト

3
0

4
0

3
0

配管類５ 垂直幹線ケーブルの一点支持例

アンカーボルト

〔単位　mm〕

131



配管類６ 電動機への配線例

 備考 金属管配線の場合、電動機の接地は、金属管のボンディングを 利用し、

電動機端子箱の外部接地端子に接続した場合を示す。

パイプハンガ等

架台（フレームパイプ等）

金属管

アースクランプ

外部接地端子

金属製可とう電線管

接地線

ケーブルラック

ケーブルラック支持材

アースクランプケーブル及び接地線

金属製可とう電線管

つりボルト

架台（形鋼）

金属管配線の場合 ケーブル配線の場合

金属管

ボンド線
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配管類７ 電極棒への配線例

〔単位　mm〕

 備考 （１）　管端は、シール材等で密閉する。

露出ボックス200×150×高さ200 t2.3以上

溶接

スリーブ70φ以上

鋼板ボックスの場合

鋳鉄製ボックスの場合

1
6
0

200φ

（２）　ボックス内配線は、テープ巻きをするか又はビニルチューブに収める。
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斜材は、つり材と同等以上の部材とする。

Ｂ種耐震支持の例（はりや天井スラブよりつり下げる方法）

Ａ種耐震支持の例

モルタル等で
充てん

a) はり・壁等の貫通部 b) ブラケット支持する方法

c) 柱・壁等を利用する方法 d) はりや天井スラブより
    つり下げる方法

つり材

配管用はり材(形鋼)

つり材

つり材
斜材

1以上
2

つり材

斜材

パイプ

パイプクランプ

水、油配管の場合

つり材

斜材

ターン
バックル

1以上
2(斜材取付角度)

耐震支持

横方向

軸方向

軸方向の耐震支持の例

配管類８ 耐震支持例
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断　面　図

建
物
側

地
中
側

G L

マンホール又は、
ハンドホール

伸縮管

可とう管

 備考　　マンホール・ハンドホール内では、配線に余長を見込む。

配管類９
配管引込部の地盤変位への対応例

（電気配管）

想定
沈下量

小規模

中規模

大規模

0.2m

0.6m

1.0m

建
物
側

地
中
側

建
物
側

地
中
側

建
物
側

地
中
側

建
物
側

地
中
側

建
物
側

地
中
側

建
物
側

地
中
側

緩衝パイプ
又は緩衝防護管

鋼製可とう管

伸縮管

鋼製可とう管

異種管接続材
（鋼管／波付硬質合成樹脂管）

可動部又は可とう管

鋼管

伸縮管

可とう管

可とう管

鋼管

伸縮管

可とう管

可とう管

地盤変位への対応例

以下

以下

以下

記号

ＦＳ

波付硬質合成樹脂管の場合 鋼管の場合記号

ＰＳ

ＦＭ ＰＭ

ＦＬ ＰＬ

異種管接続材
（鋼管／波付硬質合成樹脂管）
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配管類１０ 免震建物導入部の引込配線例

（断面）

（平面） （断面）

（断面）

波付硬質合成樹脂管 金属管

金属管

免震ゴム

異種管接続材

建屋

外構

波付硬質合成樹脂管

防水鋳鉄管

金属製可とう電線管

金属管

電力ケーブル
（金属管）

通信配線（金属管）
自重支持

金属製可とう電線管

プルボックス

（上部建屋に固定）

すべり支承

電力ケーブル

（ケーブルラック）

梁貫通

プルボックス（床に固定）

上部建屋

クリート

シール材

コロ付ＦＥＰ架台

コロ付ＦＥＰ架台 ＦＥＰ

金属管
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配管類１１ エキスパンションジョイント部の配線例

電線管工事の場合 ケーブル工事の場合

ケーブルラックは
接続しない。

ケーブルを固定する。プルボックス

(平面)

支持金物

支持金物 支持金物

プルボックス

金属製可とう
電線管又はPF管

ケーブルは
たるみをもたせる。

金属製可とう
電線管又はPF管支持金物

(断面)(断面)

備考　プルボックスは、特記による。

(平面)
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種別と形式

埋込形
Ｇ・１Ｇ・１Ｈ・２Ｇ Ｔ・１Ｔ・２Ｔ

露出形 露出形
Ｄ

記号 形　式 備　　　　　　　考

G

T

D

1G

1H

1T

2G

2T

一般形

一種

二種

耐熱形

耐熱形 露出形

露出形

露出形

埋込形

埋込形

埋込形

ドアのある構造

ドアのない構造
（ただし、電源別置形非常用照明回路部分は除く。）

コンクリート壁等又はこれと同等の耐熱処理を施した壁に
埋込むもの

耐熱処理が施されていない壁に埋込むもの

分電盤・耐熱形分電盤の種別と形式

 備考　　耐熱形分電盤は、関係法令に適合したものとする。

種　別

備考　　図は、一例を示し、前面枠の取付方法、枠幅の大小、周囲又は上下に枠

      のないもの、二重ドア、二段ドア、両開き等の形状の詳細は拘束しない。

分電盤１
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c c

b
a

b
'

分電盤２ ガタースペースの寸法

種　　別

 備考　　(1)　表の値は、最小値を示す。

　　　　　 (2)　b’は、ニュートラルスイッチの取付がない場合に適用する。

ガタースペースの寸法

幹線方向

位置
太さ（mm2）
幹線

5.5

8

14

22

38

60

100

150

200

250

EM-IE、HIV等

上

a

75

75

100

100

140

150

225

250

275

300

cb (b')

50 (50)

75(75)

75(75)

100(100)

100(100)

140(100)

150(100)

200(125)

200(150)

200(150)

25

50

50

75

80

100

100

125

150

150

a

100

cb又はb’

25

50

50

75

80

100

100

125

150

150

75

75

100

100

125

140

200

225

250

275

50

75

75

125

140

150

200

200

250

下

EM-EE、EM-CE、EM-CET、NH-FP-C等

上

a cb (b')

50(50)

75(75)

75(75)

100(100)

100(100)

140(100)

150(100)

200(125)

200(150)

200(150)

25

50

50

75

80

100

100

125

150

150

ａ cb又はb’

25

50

50

75

80

100

100

125

150

150

50

75

75

250

下

100

125

150

200

225

250

350

425

450

525

150

175

200

200

225

225

100

125

150

200

225

250

350

400

425

500

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

〔単位 mm〕
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ＯＡ盤 形　　　式

（分電盤部）

（端子盤部）

二重天井仕上面

TOA形

端子盤部

二重床仕上面

分電盤部

DOA形

分電盤部と端子盤部は、上下に配置する。
分電盤部は、ドアのある構造とする。

配線スペースを、上部及び下部に設ける。

分電盤部と端子盤部は、左右に配置する。
分電盤部は、ドアのない構造とする。

配線スペースを、下部に設ける。

OA盤の形式

備　　　　　　　考

TOA

露出形

DOA

形　式記　号

 備考　　図は、一例を示す。
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（負荷接続端子収容部）

Ｔ Ｊ - D 形

（負荷接続端子収容部）

Ｄ Ｊ - D 形

ＮＰ ＮＰ

負荷接続端子が下部にあるもの

負荷接続端子が下部にあるもの

負荷接続端子が上部にあるもの

負荷接続端子が上部にあるもの

ドアのある構造

ドアのある構造
負荷接続端子収容部のみ

露出形

TJ-U

TJ-D

DJ-D

DJ-U

実験盤の形式

備　考　1記　号 備　考　2形　式

実験盤 形　　　式

 備考　　　図は、一例を示し、前面枠の取付方法、枠幅の大小、両開き等の
 　　　　　　形状の詳細は拘束しない。　　
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制御盤１ キャビネット形式及び単位装置の記号

（１）　キャビネット形式

記　　号 形　　　　式

自立形

壁掛形

Ｖ

Ｗ

（２）　単位装置の記号＊1

　　（イ）　始動方式

記　号 方　　　　　　　　式
１

２－１

２－１

２－２

２－２
２－３

３

４－１

４－２

５
６

７

８－２
８－３

９

１０

１１-１

１１-２
１２

１３-１

１３-２

１４-１

１４-２
１５-１

１５-２

＊１

Ｌ
Ｙ

直　入
Ｙ－△

記　号

　　（ハ）　操作･制御スイッチ

　　（ロ）　操作・制御方式

手　　動

手　動－遠　方

試　験－遠　方

手　動－自　動＊２

試　験－自　動＊２

便所排気ファン

給水又は排水
警報付給水又は排水

消火ポンプ（遠方始動）

消火ポンプ（連動始動）

スプリンクラーポンプ
排煙ファン

複式自動交互運転

複式自動交互同時運転

手動交互運転（手動）

手動交互運転（試験－自動）
湯沸室排気ファン（電磁弁）

湯沸室排気ファン（ガス圧スイッチ）

湯沸室排気ファン（水圧スイッチ）

油ポンプ（単式）

油ポンプ（複式）
可変速運転（バイパス回路なし）

可変速運転（バイパス回路付）

単位装置とは、制御の基本構成であり、１つの回路を構成することにより制御を行える
ものをいう。

＊２ 自動には、連動を含む。

名　　　　　　　称

Ｂ

Ｉ

Ｖ

Ｐ

Ｔｈ

Ｈu

Ｌｉ

Ｆ1

Ｇ0

Ｇ1

Ｇ3

ＴＤ

液

面

電

器

押しボタンスイッチ

連動スイッチ

タイムスイッチ

真空スイッチ
圧力スイッチ

（ガス圧スイッチ、水圧スイッチ等）

温度スイッチ

湿度スイッチ
リミットスイッチ

レベルスイッチ

フロートスイッチ

Ｆ2 フロートスイッチ（油用）

給水又は排水
空転防止又は高架水槽減水警報

付給水

満水警報付排水

満減水警報付給水又は排水

受水槽空転防止付満減水警報及
び高架水槽満減水警報付給水

警報用

外部信号（インバータ制御用）

Ｇ5

Ｔｉ

Ｌｅ

Ｇ2 継

記　　号 方　　　　式

８－１

注

Ｇ4

ａ

ａ
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（１）　機能の共通事項

（ロ）　交流過電流継電器（１Ｅ、２Ｅ、３Ｅ）の動作時及びインバータの故障（過電流、

　　 過電圧等）時の制御及び表示は、次による。

　　　２）　ブザー及び橙表示灯を設ける。

　　　３）　遠方監視用接点を設ける。

（イ）　運転表示用の赤表示灯（運転）及び緑表示灯（停止）を設ける。

      び表示は、次による。

　　  １）　電動機を停止させ、赤表示灯（運転）及び緑表示灯（停止）を消灯する。

　　  　　ただし、消火ポンプはこの限りでない。

　　　　 示灯を設ける。なお、表示灯は（ロ）２）の橙表示灯と同一表示灯としてもよい。

（ハ）　配線用遮断器、漏電遮断器のトリップ時又は漏電継電器の動作時の制御及

（ニ）　Ｙ－△切換は、タイマ又は電流要素のいずれでもよい。

　　　１）　単位装置の操作・制御方式に「Ｂ」が追記されたものは、ブザー及び橙表

　　　２）　単位装置の操作・制御方式に「Ａ」が追記されたものは、遠方監視用接点

　　　　 を設ける。

（ホ）　切換スイッチの「試験」「手動」は、次による。

　　　１）　電動機の制御又は液面の警報が可能なものとする。

　　　２）　液面警報は、ブザー及び橙表示灯によるものとし、遠方監視用接点を設

　　　 ける。

　　　１）　「試験」は、直接電動機を始動できるものとする。

（ヘ）　液面制御装置は、液面継電器等により構成し、次による。

　　　２）　「手動」は、押ボタンスイッチによる「入」「切」が可能なものとし、停止優先

　　　　 回路とする。

（   ）　警報用ブザー及び表示灯は、次による。

　　　１）　警報用ブザーは、停止回路付きとし、制御盤ごとに一括とする。
　　　 また、消火ポンプに用いる場合は、ブザーの代わりにベルを使用する。

　　　 　　　　２）　警報用表示灯は、ブザーを停止させても、警報が復帰するまでは継続す
　　　　 る。

（チ）　電動機等の制御回路は、原則として単位装置の配線用遮断器又は漏電遮

　　 断器の２次側より分岐し、液面制御装置の警報回路、（ハ）１）の橙表示灯回路

　　 及び複式自動交互同時運転の共通部分の回路は、１次側より分岐する。

（ 　）　他の機器を連動させる場合は、試験運転時に連動させないようにする。リ

ト

制御盤２ 単位装置の機能１
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（２）個別機能

（イ）操作・制御方式の機能

記　号 方　　式 機　　　　　　能

手　　動１

２－１

２－１

４－２

４－１

３

２－２

２－２

２－３

手動－遠方

試験－遠方

試験－自動＊

手動－自動＊

便所排気ファン

（遠方操作）

１）　押しボタンスイッチによる「入」「切」

１）　切換スイッチによる「手動」「停止」「遠方」の選択

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「遠方」の選択

２）　「遠方」時は、遠方の押しボタンスイッチ（運転表示灯

２）　「遠方」時は、遠方の押しボタンスイッチ（運転表示灯

　　　付）による「入」「切」

　　　付）による「入」「切」

３）　４線で遠方の押しボタンスイッチと接続

３）　４線で遠方の押しボタンスイッチと接続

２）　「遠方」時は、遠方の有電圧パルス信号による「入」

　　 「切」（遠方制御回路保護用サージキラー付）

１）　切換スイッチによる「手動」「停止」「遠方」の選択

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「遠方」の選択に

　　　「切」（遠方制御回路保護用サージキラー付）

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「遠方」の選択

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

１）　切換スイッチによる「手動」「停止」「自動」の選択

　　　よる運転

２）　「自動」時は、他機器の無電圧ａ接点による自動運転

２）　「自動」時は、他機器の無電圧ａ接点による自動運転

２）　「自動」時は、他機器の有電圧連続信号による自動運

　　　転

２）　「遠方」時は、遠方の有電圧パルス信号による「入」

２）　「遠方」時は、タンブラスイッチからの信号による運転

　　　及び遠方への運転表示

　　　を介して、４線式配線（うち２線は遠方への運転表示

　　　用）によりタンブラスイッチ及び運転表示ランプと接続

注　　＊　自動には、連動を含む。

　　　なお、電源変圧器（２次側1１０V回路保護装置付）

制御盤３ 単位装置の機能２

ａ

ａ
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制御盤４ 単位装置の機能３

５

６

７

８－１

８－２

８－３

給水又は排水

警報付給水

又は排水

（遠方始動）

（連動始動）

消火ポンプ

消火ポンプ

スプリンクラー

ポンプ

排煙ファン

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

１）　切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

２）　「自動」時は、液面制御装置等の信号による自動運転

２）　「自動」時は、液面制御装置等の信号による自動運転

３）　液面警報付

１）　消火栓箱の起動用押しボタンスイッチ（電源表示灯付、

運転表示灯付）による遠方始動。

遮断器又はヒューズを介して共通な４線で遠方始動回

路と接続

２）　制御盤の押しボタンスイッチによる「入」「切」

３）　キープ継電器による運転・停止状態の保持

４）　ブザーによる運転表示（ブザー停止回路付）

５）　ベルによる保護継電器（１Ｅ、２Ｅ、３Ｅ）の動作表示

及び呼水槽減水警報付

１）　圧力スイッチによる連動始動

２）　制御盤の押しボタンスイッチによる「入」「切」

３）　キープ継電器による運転・停止状態の保持

４）　ブザーによる運転表示（ブザー停止回路付）

５）　ベルによる保護継電器（１Ｅ、２Ｅ、３Ｅ）の動作表示

及び呼水槽減水警報付

５）　ベルによる保護継電器（１Ｅ、２Ｅ、３Ｅ）の動作表示

５）　ベルによる保護継電器（１Ｅ、２Ｅ、３Ｅ）の動作表示

４）　ブザーによる運転表示（ブザー停止回路付）

４）　ブザーによる運転表示（ブザー停止回路付）

３）　キープ継電器による運転・停止状態の保持

３）　キープ継電器による運転・停止状態の保持

２）　制御盤の押しボタンスイッチによる「入」「切」

２）　制御盤の押しボタンスイッチによる「入」「切」

及び呼水槽減水警報付

１）　火災報知受信機による連動始動とし、盤内に消火ポン

プ起動装置取付けスペースを確保。

起動装置と接続

１）　連動制御器による連動始動（連動制御器に係る制御

回路の電源は、電源変圧器及び配線用遮断器又は

ヒューズを介し、電圧は、２４Ｖ又は４８Ｖとする。）

記　号 方　　式 機　　　　　　能

なお、電源変圧器（２次側２４Ｖ又は４８Ｖ）及び配線用

なお、配線用遮断器又はヒューズを介して消火ポンプ
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制御盤５ 単位装置の機能４

記　号 方　　　式

9

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

2）「自動」時は、液面制御装置等の信号による自動運転

3）切換スイッチ等による「Ｎｏ.1」「交互」「Ｎｏ.2」の選択

4）「交互」時は、交互運転

10

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

2）「自動」時は、液面制御装置等の信号による自動運転

3）切換スイッチ等による「Ｎｏ.1」「交互同時」「同時」「Ｎｏ.2」

   運転

11-1
1）切換スイッチによる「Ｎｏ.1」「停止」「Ｎｏ.2」の選択

2）押ボタンスイッチによる「入」「切」

11-2

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

2）「自動」時は、他機器の無電圧の接点による自動運転

3）切換スイッチによる「Ｎｏ.1」「Ｎｏ.2」の選択

12

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「遠方」の選択

2）「遠方」時は、操作盤（注1）からの信号による運転

　　なお、電源変圧器（2次側24Ｖ又は48Ｖヒューズ付）

　　を介して、共通4線式配線で操作盤と接続

（注1） 操作盤の機能は次による。

　　１．押ボタンスイッチによる排気ファンの遠方操作

　　　　ファンとインターロック

　　２．表示灯による電磁弁の開表示及び排気ファンの運転

　　　　注意表示板取付

複式自動
交互運転

複式自動交互
同時運転

手動交互運転
（手動）

手動交互運転
（試験－自動）

湯沸室排気ファン
（電磁弁）

機　　　　　　　　　　　　　　能

　　の選択

4）「交互同時」時は、異常時に同時運転及び正常時に交互

　　　　及び電磁弁の開閉。ただし、電磁弁の開閉は、排気

　　　　表示

　　３．白色のアクリル板に赤色で「操作する時は、ガス器具

　　　　の栓が閉じていることを確認して下さい。」と記載した
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制御盤６ 単位装置の機能５

記　号

13-1

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「遠方」の選択

2）「遠方」時は、操作スイッチ（注2）からの信号による運転

　　なお、電源変圧器（2次側24Ｖ又は48Ｖヒューズ付）を介

　　と接続

（注2） 操作スイッチの機能は、次による。

　　１．タンブラスイッチ及び外部のガス圧スイッチによる排

　　　　気ファンの遠方操作

　　２．ランプによる排気ファンの運転表示

　　３．白色のアクリル板に赤色で「ガスコンロを使用する場

　　　　た注意表示板取付

13-2

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「遠方」の選択

2）「遠方」時は、操作スイッチ（注3）からの信号による運転

　　なお、4線式配線により操作スイッチと接続

（注3） 操作スイッチの機能は、次による。
　　１．外部の水圧スイッチ（有電圧信号）による排気ファン

　　２．ランプによる排気ファンの運転表示
　　３．白色のアクリル板に赤色で「ガスコンロを使用する場

　　　　た注意表示板取付

14-1

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

2）「自動」時は、フロートスイッチによる自動給油運転

3）満油時は、表示灯及びブザー（ブザー停止付）による

   警報及び油ポンプ停止

14-2

1）切換スイッチによる「試験」「停止」「自動」の選択

2）「自動」時は、フロートスイッチによる自動給油運転

3）切換スイッチによる「Ｎｏ.1」「Ｎｏ.2」の選択

4）満油時は、表示灯及びブザー（ブザー停止付）による

   警報及び油ポンプ停止

15-1

1）切換スイッチによる「手動」「停止」「自動」の選択

2）「自動」時は、電圧、電流等の外部信号に応じた周波数

　　制御による可変速運転

3）「手動」時は、周波数設定器又はインバータ附属のパラ
　　

4）周波数計又はインバータ内蔵の周波数表示器による出

15-2

1）15-1の機能によるほか、次による

2）切換スイッチによる「直接」「インバータ」の選択

3）「直接」時は、インバータを経由しない運転
4）「インバータ」時は、インバータによる可変速運転

可変速運転

（バイパス回路付）

（バイパス回路なし）

可変速運転

（複式）

油ポンプ

（単式）

油ポンプ

（水圧スイッチ）

湯沸室排気ファン

（ガス圧スイッチ）

湯沸室排気ファン

機　　　　　　　能方　　式

　 力周波数の表示

    メータによる加変速運転

　　　　の遠方操作

　　　　合は、手動スイッチにより換気して下さい。」と記載し

　　　　合は、手動スイッチにより換気して下さい。」と記載し

　　して、4線式配線（うち2線は共通）により、操作スイッチ

 備考　　15-1、15-2は、他の制御回路(1、2-1、2-1a、2-2、2-2a、3等)と組合せて使用することができる。
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制御盤７ 単位装置の機能６

（ロ）液面継電器の機能

記　号 名　　　称 用　　　途 機　　　　能

Ｇ0 給水又は排水
給水運転 停止、始動

排水運転 始動、停止

Ｇ1

空転防止又は
空転防止付

高架水槽側：停止、始動

高架水槽減水
給水運転

受 水 槽 側：始動、停止（空転防止）及び

警報付給水   高架水槽減水 停止、始動、減水警報及び停止

警報付き給水運転 （渇水時停止）

Ｇ2 満水警報付排水

単式又は複式自動
満水警報、始動、停止

交互排水運転　

複式自動交互同時 満水警報及び2台目始動、1台目始動、

排水運転

Ｇ3

単式又は複式自動
満水警報、停止、始動、減水警報

交互給水運転　

満減水警報付

複式自動交互同時 満水警報、停止、1台目始動、減水警報及

給水又は排水

給水運転

複式自動交互同時 満水警報及び2台目始動、1台目始動、停

排水運転

Ｇ4

受水槽空転防止付 高架水槽側：満水警報、停止、始動、減水

満減水警報及び高

架水槽満減水警報 受 水 槽 側：満水警報、始動、減水警報及

付給水　　　　　　　 

Ｇ5 警報用
呼水槽に使用 減水警報

一般用 満水警報、減水警報

 備考　　機能欄の停止、始動等の表現は、水位の上位レベルより順次表現している。

び2台目始動

止、減水警報

び停止

同　　左
警報

減水警報

満水警報、始動、停止、減水警報
交互排水運転　

単式又は複式自動

停止
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1.51.5

給気ファン排気ファン負荷名称

負荷容量(kW)

単

位

装

置

始動方式

方　　　式

操作・制御

操作・制御

スイッチ

連　動

インターロック 火災報知設備

10AB

G4B、IB

1AB 3AB 6AB

L LLL Y

0.4 0.4 11

G2

 備考　　図は、低圧進相コンデンサを設置した一例を示す。

給水ポンプ 排水ポンプ

A

52

M

C

nE

M

C

A

nE

52

A

52

C

M

ELCB

42 6

nE

M

C

M

C

AA

nE

5252

nE

EL EL

F

Vキャビネット形式

警

報

用

制

御

用

電

源

（
液

面

継

電

器

等

用

）

制御盤８ 単線接続図例１
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空調機 排気ファン負荷名称

負荷容量（kW）

単

位

装

置

始動方式

方　　　式
操作・制御

操作・制御
スイッチ

連　動

インターロック 火災報知設備

LL Y

115.5 3.7

15-1AB 15-1AB 15-2AB

I、TD TD

 備考　　(1)　可変速運転用インバータは、保護装置、高調波対策装置等
　　　　　　　　 を含むものとする。
　　　　　 (2)　火災報知設備により強制停止するための電磁接触器(52)を
　　　　　　　　設置した一例を示す。

冷温水ポンプ

M

INV

A

INV

52

A

M

5252

M

A

INV

52
-2

-3-1

42 6

Vキャビネット形式

F

nE

I、TD

52
警

報

用

制御盤９ 単線接続図例２
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電熱装置 記号、表示例、施工例

例２

説　　　　　　　明

（１）記号

 備考　　発熱線ユニットは、直列抵抗形発熱線により構成された面状発熱体とする。

（２）表示例

記　　号

例１

例３

ＥＨ２－１００Ｓ

ＥＨ１－８０Ｕ

ＥＨ１－２５Ｌ

定格電圧２００Ｖ、発熱量１００Ｗ/㎡の発熱シート

定格電圧100V、発熱量25W/mの並列抵抗形発熱線

ＥH 電気ヒータ

発熱体種類

１

２

１００

２００

定格電圧〔V〕 発熱量

Ｕ

Ｓ

Ｌ

発熱体の構造

発熱線ユニット

発熱シート

並列抵抗形発熱線

定格電圧100V、発熱量80W/㎡の発熱線ユニット

〔W/㎡〕

〔W/ｍ〕

ｎ

ｎ

（３）施工例

発熱線

構内歩道（アスファルト）

アスファルトコンクリート

モルタル

・・・
・

・
・

・・
・・ ・・

・
・・・ ・・

・ ・・ ・
・ ・・

・・

構内歩道(アスファルト)

路盤
発熱線

構内歩道（タイル貼り）

敷きモルタル
保護モルタル

タイル

構内歩道(タイル貼り)

土間コンクリート

路盤

発熱線

構内車両通行路

モルタル
アスファルトコンクリート・・・

・
・
・

・・
・・ ・・

・
・・・ ・・

・ ・・ ・
・ ・・

・・
・ ・・ ・ ・・

構内車道

アスファルトコンクリート

路盤

 備考　　図は、一例を示す。
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（１）　記　号

Ｓ 露出形
Ｓ ねじ止め式

寸　　　法ふたの止め方形　　　式

ａ×ｂ×ｃ
（Ａ×Ｂ×Ｃ）*

－ ふたなし
埋込形

半埋込形Ｍ

Ｆ

（２）　形　式

 備考    (1)　記号の末尾にＣの記号を付記したものは、隠ぺい部に取付けるものとする。

   　 　　 (2)　プルボックスは、鋼板製とする。ただし、鋼板に溶融亜鉛めっきを施す場合

　　　　　　　  また、末尾にＷＰの記号を付記したものは、屋外形を示す。

　　　　　　 　 は、末尾にＺ３５の記号、ステンレス製とする場合は、末尾にＳＵＳの記号、

　　　　　　　  また、合成樹脂製とする場合は、末尾にＶの記号を付記する。

c
b

a

つりボルト

b

a

B

A

c

b

a

c

露出形ねじ止め式

ＳＳ

半埋込形ねじ止め式

ＭＳ

埋込形ねじ止め式

ＦＳ

〔単位　mm〕

C

屋外形

b

a

ＳＳ（ＷＰ）

プルボックス１ 記号及び形式

　　注　　*　（　）内の寸法は、半埋込形プルボックスの埋込部寸法とする。
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プルボックス２ 表　示　例

説　　　　　　　明記　　　　号

例１

（３）表示例

例２

例３

例４

例６

例７

ＭＳ
（４００×４００×８０）
  ５００×５００×３００

ＦＳ２００×２００×８０

Ｆ２００×２００×８０

ＳＳ２００×２００×２００Ｖ

ＳＳ３００×３００×２００Ｃ

ＳＳ３００×３００×２００ＷＰ－ＳＵＳ

半埋込形ねじ止め式で埋込部寸法４００ｍｍ
×４００ｍｍ×８０ｍｍ、 露出部寸法５００ｍｍ

埋込形ねじ止め式で寸法２００ｍｍ×２００ｍｍ
×８０ｍｍのもの

裏ボックスとして使用するもので、ふたなしとし、
埋込形で寸法２００ｍｍ×２００ｍｍ×８０ｍｍの
もの

露出形ねじ止め式で寸法３００ｍｍ×３００ｍｍ
×２００ｍｍのもので、ステンレス製屋外形のもの

露出形ねじ止め式で寸法３００ｍｍ×３００ｍｍ

露出形ねじ止め式で寸法２００ｍｍ×２００ｍｍ

×２００ｍｍのもので、隠ぺい部に取付けるもの

×２００ｍｍのもので、合成樹脂製のもの

×５００ｍｍ×３００ｍｍのもの

露出形ねじ止め式で寸法３００ｍｍ×３００ｍｍ
×２００ｍｍのもので、溶融亜鉛めっきを施した
屋外形のもの

ＳＳ３００×３００×２００ＷＰ－Ｚ３５例５
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プルボックス３ プルボックスと配管の支持例

平　　面　　図

つりボルト呼び径9mm以上

パイプクリップ

パイプハンガ

500以下 500以下 2,000以下

5
0
0
以
下

プルボックス

側　　面　　図

〔単位　mm〕
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金属ダクト 記号、形式及び表示例

説　　　　　　　明記　　　号

例１

寸　　　法ふたの止め方

Ｓ

形　　　状

Ａ Ａ　形
Ｈ

ねじ止め式

ちょう番式
ａ×ｂ

（２）　金属ダクトの形式

（３）　金属ダクトの表示例

例２

ＡＳ４００×２００

ＡＨ４００×２００

Ａ形ねじ止め式で寸法が４００ｍｍ×２００ｍｍのもの

Ａ形ちょう番式で寸法が４００ｍｍ×２００ｍｍのもの

b

a a

b

Ａ形ねじ止め式

ＡＳ

Ａ形ちょう番式

ＡH

〔単位　mm〕

（１）　金属ダクトの記号
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ケーブルラック１ 記　　号

記　　号

195～205 187 以上

ケーブルラックの幅〔mm〕

記　　号

195～205

ケーブルラックの幅
　　　　　　　　〔mm〕 親げた1本〔N/m〕

許 容 積 載 静 荷 重

BS

記　　号

(1)　材料及び仕上げの記号

材 料 及 び 仕 上 げ

ZM

Z35

AL

ZT

塗装、粉体塗装等を施したはしご形のもの

亜鉛の両面付着量100g/m2以上の溶融亜鉛めっき鋼板にメラミン焼付

亜鉛の両面付着量275g/m2以上の溶融亜鉛めっき鋼板に透明塗装を

施したトレー形のもの

アルミニウム合金に陽極酸化皮膜を施したはしご形のもの

(2)　寸法及び強度の記号
(a)　はしご形

子げた1本〔N〕

200

300

400

500

600

800

1,000

A

A

A

B

BS

A

B

BS

A

B

BS

A

B

BS

A

B

295～305

395～405

495～505

595～605

795～805

   995～1,005

108 以上

148 以上

187 以上

226 以上

265 以上

344 以上

422 以上

216 以上

295 以上

373 以上

1,011 以上

1,383 以上

452 以上

1,089 以上

1,540 以上

530 以上

1,170 以上

1,697 以上

687 以上

1,324 以上

2,011 以上

844 以上

1,481 以上

2,325 以上

200

300

400

500

600

295～305

395～405

495～505

595～605

295 以上

344 以上

481 以上

599 以上

許容積載静荷重〔N/m〕

 備考　　許容積載静荷重の算出基準は次による。

鋼板又は鋼材に亜鉛付着量片面350g/m2(JIS H 8641「溶融亜鉛めっ

き」に規定するHDZ35)以上の溶融亜鉛めっきを施したはしご形のもの

又は溶融亜鉛-アルミニウム系合金めっき鋼板を用いたはしご形のもの

で、前記と同等の耐食性能を有するもの

(b)　トレー形

備考　(1)　ＢＳは、垂直支持（立上り配線）専用の両面形とする。

1,200

BS

A

B 1,195～1,205 1,638 以上

2,639 以上

500 以上
1,001 以上

(ﾊ)　ケーブルラックの水平支持間隔は、鋼製で2m、アルミ製で1.5mとする。

(ﾛ)　ケーブルラックのたわみは、支持間隔の1/300以下とする。

(ｲ)　両端ピン支持による等分布荷重とする。

374 以上

452 以上

530 以上

688 以上

844 以上

1,000 以上

　　　　(2)　子げたの許容積載静荷重は、水平及び垂直両方向に対して耐えるものとする。
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ケーブルラック２ 形式及び表示例

 備考　　図は、一例を示す。

（１）　形　式

記　　号 説　　　　　明

（２）　表示例

例　１

例　２

例　３

ＺＭ－６００Ｂ

ＺＭ－８００ＢＳ

ＺＴ－２００

１本１m当たり１１７０Ｎ以上、子げた１本当たり２６５Ｎ以

立上り配線専用の両面形であって、亜鉛の両面付着
量１００ｇ／㎡以上の溶融亜鉛めっき鋼板にメラミン焼
付塗装、粉体塗装等を施したもので、ケーブルラック
の幅が７９５ｍｍから８０５ｍｍの範囲のもの

以上の等分布荷重に耐えるもの

亜鉛の両面付着量１００ｇ／㎡以上の溶融亜鉛めっき

亜鉛の両面付着量２７５ｇ／㎡以上の溶融亜鉛めっき

鋼板にメラミン焼付塗装、粉体塗装等を施したもの

鋼板に透明塗装を施したもので、ケーブルラック幅が

上の等分布積載静荷重に耐えるもの

載静荷重に耐えるもの

で、ケーブルラックの幅が５９５ｍｍから６０５ｍｍの範囲

１９５ｍｍから２０５ｍｍの範囲のものを２ｍ間隔で水平

のものを２ｍ間隔で水平に支持した場合に、親げた

に支持した場合に、１ｍ当たり１８７Ｎ以上の等分布積

はしご形（ＢＳ）

ケーブルラック長さ

ケーブルラック幅

（外面寸法）

子げた間隔

親げた
子げた

トレー形

はしご形
（Ａ又はＢ）

ケーブルラック幅

ケーブルラック長さ

子げたの取付間隔は、片面につき、０.６ｍ以下　　　　

子げた
間隔

片面
子げた
取付
間隔

部材としての許容積載静荷重は、水平支持間隔２ｍに
おいて、親げた１本１ｍ当たり２０１１Ｎ以上とし、ケーブ
ルラックの垂直支持において、子げた１本当たり688Ｎ
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3
2

L

φ３

φ2

　　　 　　 （２）　   　は1,500～2,000mmとする。

4

　　　　　　　　　第87条による耐風力を満足するものとする。

突　針

クロームメッキ

LR1

備考　(1)　形状は、一例を示す。
　　　　(2)　脱落防止を施す。
　　　　(3)　材質は銅としクロームメッキを施す。ただし、
　　　　　　 クロームメッキは、先端部分のみでもよい。

4

記号

壁面取付形

突針

記　号 Ｌ

支持管の寸法

材　質

鋼

ス
テ
ン
レ
ス

製

製

　 2

　Ｓ

　Ｓ

　ＳＵＳ

　ＳＵＳ

　ＳＵＳ

　ＳＵＳ

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

4,000

5,000

6,000

7,000

-

-

500

1,500

2,500

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

4,000

　 1

　Ｓ

　Ｓ

  - 4

- 5

- 6

- 7

- 8

- 4

- 5

- 6

- 7

　Ｓ

- 9

- 10

　Ｓ

　Ｓ

9,000

10,000

3,500

4,500

　 3

　ＳＵＳ

　ＳＵＳ

　ＳＵＳ

- 8

- 9

- 10

1

3
2

1

L

φ1

φ３

φ2

φ1突針

5,500

-

-

-

-

-

-

-

 備考　　（１）　支持管の管径（φ1、φ2、φ３）及び管の仕様は建築基準法施行令

8,000

9,000

10,000

-

500

3,5001,500

2,500

自立取付形

-

-

-

3
0
0以

上

雷保護１ 突針及び突針支持管

〔単位　mm〕
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引下げ導線

水切端子

鉄骨又は鉄筋と接続

（電気的に一体とする。）
フェンス

フェンス接続金物

支持材

(銅帯ｔ4×25クロムメッキ仕上げ)

鉄骨又は鉄筋と接続

（電気的に一体とする。）
フェンス

支持材

（約600ごとに設置）

フェンス接続金物

引下げ導線
支持材

（約600ごとに設置）

屋上平面図

断面図

水平導体

水平導体（T形接続金物にて接続）

パラペット

T形接続金物

T形接続金物

メッシュ導体による受雷部

十字形接続金物

水切端子

雷保護２ 屋上受雷部の施工例

〔単位　mm〕

T形接続金物

T形接続金物
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引下げ導線

主鉄筋

ボルトM10

引下げ導線

引下げ導線

黄銅ろう付け

銅板　t3

鉄骨と鉄板
を溶接

鉄骨

溶接

黄銅ボルト
M10

接続端子

ねじ(黄銅)

1
0
0

50 6

鉄板  t6

鉄骨との接続

引下げ導線

黄銅ろう付け

鉄板と鉄筋を溶接

鉄板

接続端子（黄銅製）

主鉄筋

鉄板と鉄筋を溶接

鉄板  t6

黄銅ろう付け

銅板　t3

主鉄筋

接続端子（黄銅製）ねじ(黄銅)

引下げ導線

黄銅ボルトM10

6

鉄筋との接続

　ボルトM10

（溶接の場合） （ボルト接続の場合）

（ボルト接続の場合）（溶接の場合）

ボンディング用金物

鉄板　t4

 備考 (1)　溶接部が露出の場合には，溶接部分に防食塗料を塗布する。

(2)　JIS　A　4201「建築物等の避雷設備（避雷針）-1992」による場合は、溶接

鉄骨

主鉄筋

雷保護３ 引下導線と構造体の接続例

〔単位　mm〕

      とする。

2
5
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（3）　ステンレス製は、外箱厚さ1.5mm以上、前面プレートは平板式厚さ2.0mm以上、
　　　 折曲式厚さ2.0mm以上とし、前面プレートは、ヘアーライン仕上げとする。

説　　　　　　明

表示例

材　質 キャビネット形式

黄銅製

ステンレス製

Ａ

Ｓ

Ｆ

Ｓ

Ｇ

Ｔ

埋込形平板式

露出形平板式

露出形折曲式

埋込形折曲式

端子数 箱寸法

例　１

記　　　号

1組１

1組＋測定用1組1Ａ

3方分岐1組Ｙ

400×120

400×200

400×200

例　２

TB-AF1A

TB-SSY

黄銅製、埋込形平板式、端子数1組、測定用
補助端子1組の端子箱

ステンレス製、露出形平板式、端子数３方分岐
端子1組の端子箱

（4）　前面プレートには、黄銅ビス又はステンレスビス止めとし、正面に用途名称
　　　 板を設ける。
（5）　埋込形の前面プレートのちりは、15～25mmとする。

（1）　図は一例を示し、寸法は最小値を示す。
（2）　黄銅製は、外箱厚さ1.5mm以上、前面プレートは平板式厚さ2.0mm以上、折
　　　 曲式厚さ2.0mm以上とし、前面プレートは、ホワイトブロンズ仕上げとする。

埋込形100
(露出形80）

前面プレート

外箱

補強板

銅板 t4クロムメッキ

絶縁板 t10

測定用補助端子（圧着端子、ボルトM5）

端子（黄銅クロムメッキ）

黄銅ボルトM10(クロムメッキ）

雷保護４ 試験用接続端子箱

〔単位　mm〕

ＴＢ－Ｓ

ＴＢ－Ａ

 備考

（はんだを充てん）

記号及び寸法

箱

ＴＢ
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雷保護５ 接　地　極

〔単位　m〕

(1)　接地棒等及び接地銅線の長さＬは、保護レベルに応じた接地極の最小

　　　長さに定める大地抵抗率との関連において算出する。

　　　ただし、特記による保護レベルⅢ及びⅣは、大地抵抗率に関係なく、

(2)　接地銅板及び接地棒等の間隔ｄは、その接地極の長辺の３倍以上離し

　　　て配置する。

ｄ

0.75以上

0.5L以上

接地棒等

接地銅板

ＧＬ

引下げ導線

Ｌ以上

接地銅線

放射状接地極垂直接地極板状接地極

網状接地極環状接地極

被保護物

引下げ導線

試験用接続端子箱

環状埋設地線
網状埋設地線

MS

M S
M S

 備考

 備考　(1 )　ＭＳは特記による。
 　　　(2 )　環状埋設地線及び網状埋設地線は、各引下げ導線と接続する。
 　　　(3 )　地表面下0. 7 5 m以上の深さに埋設する。

Ｌ以上

　　　Ｌ＝５ｍとする。

ｄ

試験用接続端子箱

(3)　垂直接地極と放射状接地極は組合せて設けることができる。
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箱 キャビネット形式 端　子　数 箱 寸 法

ＴＢ－Ｂ

１ １組 400×120

Ｇ 埋込形折曲式
400×200

400×250

400×300
400×350

露出形折曲式

１Ａ
Ｙ
２

ＹＡ
２Ａ
３Ａ
４Ａ

２組
３方分岐１組

３方分岐１組＋測定用１組

１組＋測定用１組

２組＋測定用１組
３組＋測定用１組
４組＋測定用１組

Ｔ

表示例

接地線の太さ ねじの呼び（最小）

接地線の太さと適合ねじの呼び

Ｍ５2.0ｍｍ以下

 備考　　(1)　端子数ｎ組の端子箱の幅寸法は、１００＋５０ｎとする。ただし３方分岐端子は、
　　　　　　　　２組として数えるものとする。

(3)　箱寸法で幅が１２０ｍｍのものは、

　　　 ﾋﾞス止プレートとし、２００ｍｍ以上

　　　 のものはドア付とする。

(4)　埋込形の前面枠のちりは、１５～

　　　 ２５ｍｍとする。

(2)　図は一例を示し、寸法は最小値

　　 　を示す。

Ｍ６
Ｍ８
Ｍ１０
Ｍ１２100ｍ㎡、150ｍ㎡

22～60ｍ㎡
14ｍ㎡

5.5ｍ㎡、8ｍ㎡

記　　号 説　　　　　　　明

ＴＢ－ＢＧＹＡ
埋込形折曲式、３方分岐端子１組、測定用補助端子１組の
接地端子箱

補強板

銅板  t4 測定用補助端子（圧着端子）

絶縁板  t10 接地端子（圧着端子）

外箱（SPC t1.6以上）

埋
込

形
1
0
0

（
露

出
形

8
0）

接地１ 接地端子箱１ ＴＢ－Ｂ

〔単位　mm〕

記号及び寸法
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接地２ 接地端子箱２ ＴＢ－Ｃ

〔単位　mm〕

箱 キャビネット形式 端　子　数 箱 寸 法

ＴＢ－Ｃ 露出形折曲式Ｔ

表示例

記　　号 説　　　　　　　明

ＴＢ－ＣＴ４Ａ 端子４組、測定用補助端子１組の接地端子箱

Ｎ Ｐ

接地極側

機器側

100＊1

２Ａ 2組＋測定用1組 400×500
3組＋測定用1組３Ａ 500×500
4組＋測定用1組４Ａ 600×500
5組＋測定用1組５Ａ 700×500
6組＋測定用1組６Ａ 800×500
7組＋測定用1組７Ａ 900×500

(1)　図は、一例を示し、寸法は最小値を示す。 備考

前面枠及びドア
（SPC t1.6以上）低圧用SPD

ちょうナット

接地端子（圧着端子）

銅片　t4

銅片　t4

外箱（SPC t1.6以上）

(2)　端子数ｎ組の端子箱の幅寸法は、200＋100ｎとする。

(3)　接地線の太さと適合ねじの呼びは、｢接地端子箱１｣による。

(4)　絶縁離隔距離は、10mm以上とする。

測定用補助端子
50

0＊
2

　注 ＊1　低圧用SPDを設ける場合は、120mmとする。

＊2　低圧用SPDを設ける場合は、600mmとする。

接地端子（圧着端子）

記号及び寸法
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 備考

(2)　アルミ製ケーブルラックのボルト、ナット、座金等は、ステンレス製Ｍ８以上とする。

(3)　ねじ締付け作業が容易に行えるように、接地端子座は傾斜取付けとしてもよい。

(1)　接地線の太さと適合ねじの呼びは｢接地端子箱１｣による。

（１）電力用のプルボックス、金属ダクト、金属トラフ、ケーブルラック

（２）分電盤、制御盤、開閉器箱のキャビネット

銅片
鋼片

溶接

外箱又は鋼板製ケーブルラック

接地線又は
ボンド線

十字穴付又は溝付
六角頭ねじ（黄銅又は鋼）

ばね座金及び平座金

ろう付 鋼片

皿頭ねじ（黄銅）

ナット（黄銅）

ばね座金及び平座金

溶接

平座金

ボルト（黄銅又は
ステンレス）

ナット（黄銅又は
ステンレス）

ばね座金及び
平座金

ナット（黄銅又は
ステンレス）

歯付き座金

（接地線又はボンド線14mm２以下に限る。）

外箱又は鋼板製ケーブルラック
外箱又はケーブルラック

（ｃ）
（ｂ）（ａ）

外箱

鋼片

銅片

十字穴付又は溝付
六角頭ねじ（黄銅又は鋼）
頭部は緑色仕上＊接地線又は

ボンド線

ろう付け

溶接
スポット溶接
でもよい。（           ）

ばね座金及び平座金
圧着端子

ばね座金及び平座金
圧着端子

十字穴付又は溝付
六角頭ねじ（黄銅又は鋼）
頭部は緑色仕上＊

ろう付け
溶接

銅片

外箱

平鋼

接地線又は
ボンド線

（ａ） （ｂ）

接地線又はボンド線

圧着端子

ばね座金及び平座金

十字穴付又は溝付
六角頭ねじ（黄銅又は鋼）
頭部は緑色仕上＊

銅片（銅合金を含む。）

溶接（スポット溶接でもよい。）外箱

（ｃ）

　注　　*　ねじの頭部を緑色としない場合は、近傍にアースマークを貼付する。

接地３ 接地端子座
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接地線を直接ろう付する場合

接地線

軟銅線巻締付け

銅ろう付又は黄銅ろう付

接地線銅板接続端子
(銅t1.5×20×600)

両面

銅リベット 6φ
銅ろう付け、又は黄銅ろう付

銅板接続端子を用いる場合

記　　号 材　　料

ＥＰ-0.6 銅板（ＪＩＳ　Ｈ　3100　「銅及び銅合金の板並びに条」）

寸　　法

ｔ1.5×600×600

ＥＰ-0.9 ｔ1.5×900×900

接地４ 接地銅板 ＥＰ

〔単位　mm〕
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接地５ 接地棒 ＥＢ

寸法
打込方式

Ｄ 材　質リード端子（より線）Ｌ

１,０００ ８ｍ㎡×３００
単　　独 ８ｍ㎡×３００

１０ １,０００
１０連　　結

１０
１０
１４

１４

１,５００
１,５００

１,５００
１,５００

２２ｍ㎡×３００
－ ８～３８ｍ㎡

×
３００～５００

銅又は
銅覆鋼製
接地棒

 備考　　Ｄ及びＬの寸法は、特記による。

リード端子連結打込みの場合単独打込みの場合

連結打込みの場合単独打込みの場合 リード端子

L

LL

D D
D

－
－

－
－
－

L

寸法
打込方式

Ｗ 材　質リード端子（より線）Ｌ

９００ ８ｍ㎡×３００
単　　独 ８ｍ㎡×３００

３０ １,２００
４０連　　結

３０
３０
４０

４０

１,２００
１,５００

１,２００
１,５００

２２ｍ㎡×３００
－ ８～３８ｍ㎡

×
３００～１,５００

銅覆鋼製
接地棒

 備考　　Ｗ及びＬの寸法は、特記による。

－
－

－
－
－

W
W

〔単位　mm〕
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　　　　　(2)　黄銅板製で厚さ１．０ｍｍ以上とする。
　　　　　(3)　文字は、腐食加工とする。
　　　　　(4)　必要数字及び種別は、刻記による。
　　　　　(5)　角度は、上図によって表示する。

 備考　　(1)　図は、一例を示し、いずれでもよい。

　　　　　(6)　接地種別の記号は第１編共通事項「機器等の図記号及び文字記号」

接地極埋設標

前方      度

深さ

平成     年     月

接地種別

接地抵抗      Ω

1
4
0以

上

90以上

1
4
0以

上

90以上

平成  年  月

接地極埋設標

  深さ
接地種別

前方    　 度      m

測 定 年 月測定値（Ω）

建物外壁

0°180°

90°

m

平成  年  月
平成  年  月
平成  年  月
平成  年  月

接地極埋設標

m

m

　　　　　　 　による。ただし、接地極を共用する場合は、その該当　種別をすべて

接地６ 接地極埋設標

〔単位　mm〕

　　　　　　 　表示する。　

接地極埋設標（１） 接地極埋設標（２）

角度の表示
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受変電 屋外変電基礎

〔単位　mm〕

（１）　図は、一例を示す。

（２）　地上部分は、モルタル仕上とし、水勾配を考慮する。

　　　 なお、ふちは面取を施す。

（３）　ａ及びｂ寸法は、特記による。

Ｈ

 備考

配電盤

b

a

配電盤

A部

3
0
0

5
0

1
0
0

ＧＬ

捨コンクリート

砂利地業

A部詳細図

鉄筋13φ又はD13
タテヨコ300@

1
0
0
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記号
容量

D L1 L2 T

TO- 0.95 950 750 2,200 2,540 4.5 65 32 25 40 32 40
TO- 1.5 1,500 850 2,700 3,080 4.5 65 32 25 40 32 40
TO- 1.9 1,900 950 2,700 3,120 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 3 3,000 1,200 2,700 3,218 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 4 4,000 1,300 3,000 3,556 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 5 5,000 1,300 3,800 4,356 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 6 6,000 1,400 4,000 4,595 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 7 7,000 1,500 4,000 4,634 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 8 8,000 1,500 4,600 5,234 6.0 65 32 25 40 32 40
TO- 10 10,000 1,600 5,200 5,893 9.0 65 32 32 50 32 40
TO- 12 12,000 1,800 4,800 5,570 9.0 65 32 32 50 50 40
TO- 13 13,000 1,800 5,200 5,970 9.0 65 32 32 50 50 40
TO- 15 15,000 1,800 6,000 6,770 9.0 65 32 32 50 50 40
TO- 18 18,000 1,900 6,500 7,310 9.0 65 32 40 65 50 40
TO- 20 20,000 1,900 7,200 8,010 9.0 65 32 40 65 50 40
TO- 25 25,000 2,000 8,200 9,048 9.0 65 32 40 65 50 40
TO- 30 30,000 2,200 8,200 9,126 9.0 65 32 40 65 50 40

注
油
口

計
量
口

送
油
口

返
油
口

通
気
口

除
水
口

地下貯油槽の寸法

〔  〕  

 備考　　(1)　形状及び寸法は、一例を示す。
(2)　危険物の規制に関する政令及び関係法令により製作する。
(3)　マンホールふたは、油槽ふた（二重ふた付）とする。

発電１ 地下貯油槽

〔単位 mm〕

t3.2 φ800

T

油量計

返油口

送油口

通気口

t3.2 φ700

除水口

注油口

L1

L2

D
T7

01
5
0

D

ボルト・ナット
（ステンレス製）

φ500φ500
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発電２ 油槽ふた（二重ふた付）
ＷＰＭ－ＡＷ

ＷＰＭ－ＤＷ

B

A1

A2

C

枠

パッキン
ふた

記　　号
寸　　法

WPM-70AW(DW)

WPM-80AW(DW)

700

800

A1

300

300 1,040以上 100以上 16以上

12以上 75以上 860以上

A2 B C ｔ

 備考　　(1)　AW形は、鋳鉄製、DW形は球状黒鉛鋳鉄製とし、ふた表面に「油槽」

(2)　ふた中央部に直径150φの加圧面で耐荷重試験を行ったとき、破壊荷

      の文字を鋳出す。

      重は、AW形では60kN以上、DW形では200kN以上とする。

〔単位 mm〕
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地下貯油槽据付例発電３

 備考　　(1)　形状及び寸法は、一例を示す。
　　　　　(2)　危険物の規制に関する政令及び関係法令による構造及び据付けとする。

〔単位　mm〕

TO- 0.95
TO- 1.5
TO- 1.9
TO- 3
TO- 4
TO- 5
TO- 6
TO- 7
TO- 8
TO- 10
TO- 12
TO- 13
TO- 15
TO- 18
TO- 20
TO- 25
TO- 30

3,800
4,300
4,350
4,450
4,800
5,600
5,850
5,900
6,500
7,150
6,800
7,200
8,000
8,550
9,250

10,250
10,300

2,000
2,100
2,200
2,450
2,550
2,550
2,650
2,750
2,750
2,850
3,050
3,050
3,050
3,150
3,150
3,250
3,450

1,850
1,950
2,050
2,300
2,400
2,400
2,500
2,600
2,600
2,700
2,900
2,900
2,900
3,000
3,000
3,100
3,300

タンク室の寸法

記　号 L W H

L W

800φ700φ検知管 検知管防水モルタル 検知管

100 100以上

砂利地業

100捨コンクリート 100 100
捨コンクリート

砂利地業

防水モルタル等

乾燥砂

固定バンド

10
0以

上

30
0以

上

15

68
0以

上

10
0

50
H

連通管40φ
30

0以
上

300以上

基礎台基礎台

300以上

15
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記　号

 備考　　槽の固定方法、補強鋼材ｂの本数、方法等は、一例を示す。

燃
料
小
出
槽

槽 槽

減
圧
水 水

初
期
注

TOSG-100 100
底　板 側　板 上　板 点検口

φ250

2.0(2.0)以上

2.0(2.0)以上 2.0(2.0)以上

容量〔 　〕

TEG-200

190
390
500

500
200

1,000
□250

3.2(3.0)以上

3.2(3.0)以上 2.6(2.5)以上4.5(4.0)以上

C

Z

b

a

槽固定用山形鋼

ガセットプレートt4.5
（ボルト締又は溶接）

燃料小出槽及び減圧水槽･初期注水槽の板厚

Y

X

A

B

TOSG-190
TOSG-390
TOSG-500

TEG-500
TEG-1000

3.2(3.0)以上

 備考　　（　）内は、ステンレス製の場合を示す。

発電４
燃料小出槽、減圧水槽・
初期注水槽及び架台　　

〔単位　mm〕

槽寸法 架台寸法
A

430 430
520
650

700
800
850

700

700
870

940
850
900

1,200 1,250
950
550
870

790
600
610 510 510

800
970

1,040
950

1,000
1,300950

900
800
800

750
620

1,500

1,500

2,000

2,000

B C X Y Z

燃料小出槽、減圧水槽･初期注水槽及び架台の寸法

100

容量
〔 　〕

本体鋼材 補強鋼材
a b

L-40×40×5以上

L-40×40×5以上

1,000

190
390

500

500
200

L-50×50×6以上

L-65×65×6以上 L-60×60×6以上

L-50×50×6以上 L-40×40×5以上

 備考　　(1)　寸法及び鋼材は、一例を示す。

　　　　 　(2)　Ｚ寸法は、参考値とし、原動機高さにより決定する。

槽槽

減
圧
水水

初
期
注

燃
料
小
出
槽
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*1　条例により検討する。

*2　メンテナンススペースを確保する。

1
0
0
0以

上
＊

２

　500以上＊１ 500以上＊１

1
5
0以

上

燃料小出槽

200以上

防油堤

油だまり
（200×200×150以上）

防水モルタル等

アンカーボルト

　注

 備考 防油堤に貯められる油量は、燃料小出槽の容量以上とする。

発電５ 燃料小出槽据付例

〔単位　mm〕

100以上*3

*3　コンクリート、コンクリートブロック等の場合を示す。
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発電６ 給油ボックス

単独形
(壁掛形) (埋込形)

共用形

(自立形)

給油口
仕切板

端子台

指示計

タンクローリー用接地端子

仕切板端子台

指示計

(壁掛形) (埋込形)

指示計

給油口

給油口

端子台 仕切板

給油口

 備考　　図は、一例を示す。

給油口

タンクローリー用接地端子

タンクローリー用接地端子
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インサート、アンカーボルト等

防振つり金物
(防振ゴム、ハンガ等)

ストッパ(形鋼)

ラグ

ドレン口

消音器

ストッパ(形鋼)

ラグ（ラグとストッパの間には、離隔を設ける。）

発電７ 消音器支持例

〔単位 mm〕
1
0

1
0

10 10

176



発電８ 排気管と煙突の接続例

断熱材

スリーブ

排気管

仕上鉄板ドレン口

水切板

水切板

成形煙突との接続例

断熱材
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地中線１ 鉄　ふ　た　１
Ｒ２Ｋ

Ｒ８Ｋ

記　　号
寸　　法

A B

600 690～730R2K-60

600

R2K-75

R8K-60

R8K-75

750

750

860～910

860～910

700～740

 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

(2)　ふた中央部に直径150φの加圧面で耐荷重試験を行ったとき、R2Kの

(3)　簡易防水形とする。

(4)　本体又は枠と、ふたを鎖で連結する。

(5)　ふたは、リブ付でも、リブなしでもよい。また、ふたの表面はすべり防止

      破壊荷重は、20kN以上、R8Kの破壊荷重は、80kN以上とする。

      を施す。

C

45～60

50～60

50～65

55～65

C

B

A

〔単位　mm〕
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地中線２ 鉄　ふ　た　２
Ｓ２Ｋ

Ｓ８Ｋ

現場打用

S2K-60

S2K-75

S8K-60

S8K-75

680～720

860～900

700～730

860～900

55～70

55～70

記　　号
寸　　法

A B C

600 45～60

600

750

750

50～65

 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

(2)　ふた中央部に直径150φの加圧面で耐荷重試験を行ったとき、S2Kの

(3)　簡易防水形とする。

(4)　本体又は枠と、ふたを鎖で連結する。

(5)　ふたは、リブ付でも、リブなしでもよい。また、ふたの表面はすべり防止

      破壊荷重は、20kN以上、S8Kの破壊荷重は、80kN以上とする。

      を施す。

C

B

A

〔単位　mm〕
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 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

(3)　簡易防水形とする。

(4)　インターロッキングブロックで仕上できるものとする。

(2)　ふた中央部に直径150φの加圧面で耐荷重試験を行ったとき、破壊

(5)　ふたは、リブ付でも、リブなしでもよい。

      荷重は、20kN以上とする。

地中線３ 化粧用鉄ふた１ ＲＢ２Ｋ－６０

65～80

600

〔単位　mm〕
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地中線４ 化粧用鉄ふた２ ＳＢ２Ｋ－６０

 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

(3)　簡易防水形とする。

(4)　インターロッキングブロックで仕上できるものとする。

(2)　ふた中央部に直径150φの加圧面で耐荷重試験を行ったとき、破壊荷

(6)　ふたは、リブ付でも、リブなしでもよい。

      重は、20kN以上とする。

(7)　ふたは、2分割でもよい。

(5)　本体又は枠と、ふたを鎖で連結する。

65～80

600

〔単位　mm〕
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 備考　　(1)　形状は、一例を示す。
(2)　内法寸法 　　1　、　　2　は、特記による。

(4)　内面コーナは、直角でもよい。
(5)　鉄ふたは、R2K又はR8Kを適用するものとする。

(3)　鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、40d以上とする。

地中線５ 現場打マンホール Ｍ１

〔単位　mm〕

砂利地業

D10-200@

D13

D10-200@

D10-300@

D10-300@

D10-200@

ｹｰﾌﾞﾙﾌｯｸ
周壁
タテ D10-200@ ダブル
ヨコ D10-300@ ダブル

底版、ふた版
短辺方向 D10-200@ ダブル
長辺方向 D10-300@ ダブル

平面図

断面図

GL

2

D10-300@

D10-200@
D10-300@

D10-200@D13

支持材

1
0
05
0 2

5
0

1
,5

0
0

2
5
0

2
1
0

200200 1

20
0

20
0

補強筋D1 6

補強筋D1 6

開口補強筋
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注　　*　Ｌ1及びＬ2は、±5％以内、Ｄは最小値とする。

          　(2)　Ｈ 1 及びＨ 2 は、現場打ハンドホールとすることができる。

 備考　　(1)　図は、一例とし、種別に応じた有効寸法を有するものとする。

　　　　   (3)　構成は、一体形・多分割形いずれでもよい。ただし、多分割形の場合は

　　　　　　　   各部がずれないように一体化する。

　　　　 　(4)　配管用ノックアウトを有するほか、マンホール内には、支持材、ボルト、ケ

　　　　　　　   ーブルフックを、ハンドホール内には、インサートを設ける。

D
1
0
0

ＧＬ
（Ｍ3、Ｍ4、Ｈ2）

砂利地業

L1

L
2

（Ｍ3、Ｍ4） （Ｈ1、Ｈ2）

L1

L
2

ＧＬ
（Ｈ1）

砂利地業

D
1
0
0

地中線６ ブロックマンホール・ブロックハンドホール１
Ｈ１、Ｈ２

Ｍ３、Ｍ４

〔単位　mm〕

H1-6 600
L1 L2 D

600 600

有効寸法(内部)＊ 構造体標準厚さ
側面 底面

60 80
H1-9 600 600 900 60 80
H2-6 900 600 70 90
H2-9 900 900 70 90
M3 1,800 1,000 1,500 150 200
M4 2,300 1,300 1,500 150 200

900
900

ハンドホール

マンホール

記　　　号

各部の寸法

183



種別

ブロックマンホール、ブロックハンドホールの構造条件

許容水平荷重
〔ｋＮ/㎡〕

許容鉛直荷重
〔ｋＮ〕

材料強度その他

Ｍ３

Ｍ４

Ｈ１－６

Ｈ１－９

Ｈ２－６

Ｈ２－９

５５
＋

本体総質量
（鉄ふたを
含む。）

①鉄筋許容応力度

〔Ｎ／ｍ㎡〕

　 ＳＤ２９５Ａ：１８０

　 ＳＤ３４５：２００

　 ＳＲ２３５：１４０

　 ＳＲ２９５：１６０

②コンクリート許容圧縮応力度

　＝７〔Ｎ／ｍ㎡〕

③コンクリートと鉄筋の弾性比率＝１５

④鉄筋のかぶり最小値〔ｍｍ〕

　＝１２＋鉄筋径／２

１５

１５

２１

１７

２１

１７

地中線７ ブロックマンホール・ブロックハンドホール２

 備考　　(1)　種別は、「ブロックマンホール・ブロックハンドホール１」による。

(2)　構造条件で、本表に規定されていないものは、製造者の社内規格による。　　 

(3)　車両の走行速度を十分に制限した構内（衝撃係数=0.1）に使用するもの

    　とする。　　 
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地中線８ 現場打ハンドホール１
Ｈ１－６

Ｈ１－9

〔単位　mm〕

種　　別

H1-6

H1-9

600

900

 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

(2)　鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、40d以上とする。

5
0

砂利地業

GL

根巻

D13

D10-200@

　
+
1
5
0

1
0
0

600100 100

1000

1
0
0

1
2
0

平面図

断面図

6
0
0

1
0
0

D10-200@

D13

1
0
0
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種　　別

H2-6

H2-9

600

900

 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

(2)　鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、40d以上とする。

地中線９ 現場打ハンドホール２
Ｈ2－６

Ｈ2－9

〔単位　mm〕D13

GL

根巻

D13

D10-200@

砂利地業

D10-200@

平面図

断面図

1,300

　
+

2
5

0

開 口 補 強 筋

補 強 筋 D 1 6

9
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

1
0
0
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片R ( WI1 )

D

L1

D
1

JIS B 0203「管用テーパーねじ」に準ずる。

テーパー1/16  11山/25.4

DD
1

両R ( WI2 )

L2

〔単位　mm〕

1
2

Ｗ Ｉ 2

ＷＩ １
防水鋳鉄管地中線１０

1
2

1
2

WI1 

WI2

-75
-6

-9

600

900

650

950

記　　号
寸　　法

D D 1 L 1 L 2

20975

-6

-9

600

900

650

950

-6

-9

600

900

650

950

-6

-9

600

900

650

950

-100

-130

-150

100

130

150

234

264

284

 備考　　(1)　形状は、一例を示す。

 　　　　(2)　本体とねじ付フランジを組合せたものとすることができる。

 　　　　(3)　記号にＡを付したものは、水切つば付とする。
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番　号 名　　　称

1

3

2

締 付  金 具

パ ッ キ ン

パ ッ キ ン

番　号 名　　　称

4

5

6

水密コンパウンド

ボ　　ル　　ト

防 水 鋳 鉄 管

番　号 名　　　称

1

2 パ ッ キ ン

番　号 名　　　称 番　号 名　　　称

3

4

5ケ ー ブ ル

連　結　板

締付金具 締付ボルト、ナット

防水鋳鉄管用

鋼  管  用

25 1 4 3 6

43235

4

1

地中線１１ 管路口防水装置 ＰＥＷ１

 備考　　形状は、一例を示す。

 備考　　形状は、一例を示す。
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 備考　　形状は一例を示す。

防水鋳鉄管用

鋼  管  用

番　号 名　　　称

1

3

2 パ ッ キ ン

番　号 名　　　称

1

3

2

番　号 名　　　称

4

5

6

ボ　ル　ト

ふ　　　た

本　　　　体

ゴ 　ム 　輪

特 殊 ナ ッ ト

六 角 ボ ル ト

平　　座　　金

移 動 防 止 金 物

防水管

管路

溶接

1 2
6

5 3

4

12
3

空管路防水栓 ＰＥＷ２地中線１２

 備考　　形状は一例を示す。
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防水スリーブ使用の場合

防水鋳鉄管使用の場合（スリーブ貫通）

防水鋳鉄管使用の場合

屋内屋外

1
0
0
以

上

屋内屋外
FL

GL

屋内

（スリーブ貫通） （直埋貫通）

屋外 屋内

5
0
以

上
プルボックス

水切つば

バックアップ材

シーリング材

防水スリーブ
溶接

コンクリート壁
水抜きパイプ

ブロック

インサート

つりボルト

支持材

水切つば

防水鋳鉄管

異物継手

シーリング材

バックアップ材

水切つば

バックアップ材

シーリング材
防水鋳鉄管

防水スリーブ

水切つば

管路口防水装置
又は空管路防水栓

管路口防水装置
又は空管路防水栓

地中線１３ 建物外壁貫通部

 備考　　(1)　図は、一例を示す。

(2)　水切つばは、50mm以上の鋼板、厚さ6mm以上とし、全周溶接とする。

〔単位　mm〕
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 備考　　(1)　図は、一例を示す。

(2)　頭部には、図示の矢印を表示する。矢印の色は、電力用は赤、通信用は

      黄とする。

地中線１４ 埋　設　標

〔単位　mm〕

GL

80

7
0

3
0
0

GL

25φ 舗装面

矢印

コンクリート製 鉄　　　製

（舗装の場合に限る。）図は舗装してない場合を示し

舗装した場合は、舗装面に合

わせる。〔 〕

2
0
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 備考　　図は、一例を示す。

30
0以

上

50以上離す

（
1
5
m

柱
以

下
の

場
合

）
根

入
深

さ
 1

/
6以

上

GL

ケーブル支持バンド

防水処理

ケーブル保護管

同上支持バンド

足場ボルト

接地線

コンクリート根かせ

Ｕボルト

接地極

金属管（厚鋼電線管）の場合は、
防食テープ巻き

2
,6

0
0以

上

2
,5

0
0以

上

3
0
0以

上

地中線１５ 引込柱及びケーブル保護管

〔単位　mm〕
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